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1.は じ め に

 サ ハ ラ砂漠以南の西アフ リカにおいては,乾 燥度の最 も厳 しいサハ ラ砂漠 と最 も多

湿なギニア湾 との間に,降 雨量の少ない方か ら順に,サ ハ ラ南縁部 のサヘル(ア ラビ

ア語で"境 界"を 意味す る半砂漠地帯),ス ーダ ン ・サバンナ,ギ ニア ・サバ ンナ(ナ

イ ジェリアでは ミドル ・ベル トと呼ばれてい るサバ ンナと森林の遷移帯;ecotone)

シ ェ ラ ・レオ ネか らギニア湾沿 いに中央 アフ リカまで続 く熱帯降雨林 とい う,そ れぞ

れ様相 を異 にす る植生帯 が重な り合 うよ うに発達 している(表1)。 しか し,ト ーゴ

とベナ ン(旧 ダホメー)で は,サ バ ンナが北方か ら割 り込む ように南に伸びてい るた

めに,熱 帯降雨林が途切 れ,"ダ ホメー ・ギャ ップ"と 呼ばれてい る。エ ンマーコムギ

やオオムギを主食 に して いた古代エ ジプ ト文明 とは独立 して,西 ア フ リカで は,こ こ

を原産 とす る穀類 塊根類,マ メ類,油 料作物(ア ブラヤ シや ゴマ類)な どの食 用作

物が開発 され,独 自の栽培 ・農 耕文化が生まれた。

 乾 期の長 さが7. 5カ 月 か ら10カ 月 と長期間 にわ たるために,オ ア シス農耕 と牧 畜が

主要な生業 となって いるサヘルを除けば,そ れ以南で は,伝 統的な天 水農耕が見 られ

*琉 球大学医学部
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表1西 ア フ リ カ に お け る 植 生

乾期の長さ 植                  生
ゾ ー ン (年間降雨量) 主な農耕 ・生業形態

草本(下生え)の高さ 樹 間 距 離 主 要 な 樹 種*1

Sahcl 7.5-10.0 OaSiS agriCUItUre singly, sparse Eψ ・γわfα∫蜘 珈,cα γα〃襯 αぬ'zゴ8疏

(く600mm) pastoralism ∠44診πfπηoδ6∫z6ηz,1iana(.乙 ψ'α4診〃毎 乃α5'α`α,

長)odland cultivation C∫55麗59幌 αげγαη9麗」αγ∫5),geophytes(し を9∫ηθα

α1'ゴ∬'ηzα,∠410θSPP.)

Sudan savanna 5.0-7.5*2 rainfall agriculture 1.0-1.5m 8-15m 1霊読zπ50π∫α4恕 髭α'α(baobab), Bε4リア70ψ87η昭鑓

zone (500-1000mm) (rotational bush (singly, sparse) ρα幽(karit6), Pα プ伽 ゐfg1・6・∫α(ner6),

亀llOW:cerealS 勿 ψ ツ705η26ψ π蜘7駕'5,乃 η3αガη画 ∫ゴη漉`α

dominant)
trees:.4`α`げ αsp.,(弛 物 うα7ゴ5 sp6,α η3η3ψ乃07α

ψ ゴ`αηα,福 のノ'6ηπ5∫8麗9α」θ∫ゴ5 昌

herbs:∠4ガ5'ゴ4α ん6κたゴη9露, C々`07げ5ρ∫105α

C'8ηfπη3sp., Loπ4診彦∫αsp.,地 彪クαγ涜8η∫αsp・

Guinea savanna 2.5-5.0 rainfall agriCultUre 1.5-3,0m 6-15m Aη098ε55π5♂θ∫06αψ π5,1)αη盛θ`'2αo'勿θ7∫,C8必α

zone (1000-1750mm) (rotational bush (丘re-resistant) ρ8η如η4ナα             一

魚llOW=CerealS
grasses:琢 勲 α7伽 ∫αspP.,島 ηπi∫8㈱spP・,

dominant)        夢 1短ψ67α'αワ」伽〃ゴ6α            ・

,

Tropical rain 毎月100mm rainfall agriculture dense, fUll of ノレfπ5α229α σθ`7qρ ε0εd珍∫,∠4π蕗α7ゼ∫ψ ゴ`απα, etc・

{brest 以 上*3 (rotational bush
         ●

many speCles

伍110w:roots

dominant)

*1ト ー ゴ国 内の植 生 帯 の分 類 とそ れ ぞ れ の ゾ ー ンの 構 成樹 種 につ いて は[BRUNEL, et al・1984]に 詳 しい。

*2年 間 降水 量 の変 動
,年 平 均 気 温 の 幅 がGuinea zoneよ り著 しい 。

*3熱 帯 降 雨林 の形 成 条 件 と して,①100mmを 越 え る月 が6カ 月 以 上 。②25 mm以 下 の月 が2～3ヵ 月 を 越 え な い 。
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る。大西洋岸か らチ ャ ド湖に至 る東西0,500km,南 北 約1,000 kmに も及ぶ広 大 な

サバ ンナは古来t"黒 い人 々の国"を 意味するスーダ ンと呼ばれ,ニ ジェール川の大湾

曲部のイ ンラン ド・デルタにで きた氾濫原を利用 して裁培 され るグラベ リマ稲,ハ ン

ガー ・ライスと呼ばれ るメヒシバ属の フォニオ,最 も乾燥 した地帯で も生育可能 な ト

ゥジンビエ,ギ ニア ・コーンとも呼ばれる ソル ガムなどの雑穀類 が紀元前に作物 とし

て確立されて栽培 されていた。一方,熱 帯 降雨林 の北縁部やギニア ・サバ ンナのよ う

なより湿潤な地域で は,ホ ワイ ト・ギニア ・ヤムやイエロー ・ギニア ・ヤムなどの西

アフ リカ固有 のヤムイモ類の栽培 も,紀 元前 にはすで に作物 として開発 されていた。

 生 存上 の栄養学的 な戦略か らすれば,乾 燥重量で10 ｰo強 とい う豊富な蛋白をもつソ

ルガムやその他 の穀類を主食 に してい るサバンナ帯の農耕民の方 が,塊 根類(と くに

キャッサバ)に 摂取 カロ リーの ほとんどを依存 してい るために身近な病気であるク ワ

シオル コール1)(蛋 白質欠乏症)に かか りやすい農耕民 よ り有利で ある。0方,雑 穀

類に依 存す る農耕民 はハタオ ドリの仲間である コウヨウチ ョウ(Sudan dioch)な ど

の鳥害,時 期 的に大発生す るサバ ク トビバ ッタ2)な どの虫害,降 雨が不安定 なた めに

起 こる予期せぬ干ばつなどの被害を受けやすい。 さらに,サ バ ンナ帯では収穫が気象

条件(と くに降雨量)の 影響を受けやすいために,プ レ ・ハ0ベ ス ト・ハ ンガー(収

穫前 に食料の ス トックが底をつ くことに起因す る飢餓)や ハ ンガー ・マ ンスとい う有

期限な飢餓[ANNEGERs 1973a,1973b]に 見 舞われ る危 険性 も高 く,と くに端境期

におけるマ ラス ムス1)(消 耗症)の 多発が指摘 されて いる。

 筆 者 は1980年11月 か ら1981年2月 まで と,1982年10月 か ら1983年3月 初 旬 までの

間,ト ーゴ共和 国カラ地方ニ ャム トゥグー郡カジ ャラ(Kadjala)村 か ら西 におよそ

4 km離 れ た集落での現地 調査を行 った(図1)。 この調査 を通 して得 られた資料 に基

1)栄 養失調(malnutrition)は 大 きく,① タンパク質エネルギー栄養失調 くProtein-Energy Ma1-

 nutrition:PEMと 略 されることが多い),② ビタミン欠乏,③ ミネラル欠乏に分類できる。

 PEMに ついては,特 にタンパク質が不足する場合と,全 体的に熱源の総摂取量が不足する栄

 養失調がある。前者によってあらわれる症状がクワシオルコール 「赤い髪の毛をもつ少年を意

 味するガーナ語[OWEN l973]」 と呼ばれ,後 者の場合にはマラスムスと呼ばれる。これ らは

 特に開発途上国の幼児に多くみられる。マラスムスは1歳 以内によくみられる。粗野な授乳,

 経済性からくる希釈乳による飢餓状態で,総 熱量不足のためにおこる。特有な症状としては,

 モンキーフェイス(サ ル状)の 顔,や せ細った手足,あ ばら骨が顕著になる反面,腹 が膨れて

 い る。一方,1～4,5歳 までにみられるクワシオコールの場合,第2子 の誕生により,親 の

 目が十分に行き届かず,ま た澱粉質の多い家庭食を与え られ,タ ンパク質欠乏となっていく。

 ムーンフェイス(満 月状)の 顔には生彩がな く,そ れほどみられない頭髪,出 張った腹,手 足

 の浮腫と皮膚炎が主な特徴である。

2)異 常発生や,一 時的に大量発生する砂漠イナゴ(,Schistocerca g7θg傭α)や移動イナゴ(Locusta

 migratoria)さらには,バ ッタのエダレウス(Oedaleus senegalensis)などの虫害やスーダン・ディ

 オ ッチと呼ばれるハタオドリ科のコウヨウチョウ((～uelea quelea)(Sudan dioch)は 穀類を主な

 作物としている農耕民に大きな被害をもたらす。
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ついて,本 報では植生の改変が激 しいスーダン ・サバンナ帯における農耕民の生存の

ための適応戦略を,ラ ンバ族の食物獲得活動とその消費活動にみ られる諸技術とその

分析を通 して探ってみた。

図1調 査 地
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 1)調 査 地 の 概 要

 ラ ンバ族 は北部 トーゴのカ ラ(Kara)州 ニ ャム トゥグー(Niamtougou)郡 及 びカン

テ(Kante)郡 に かけて住んでお り,お よそ7万 人 の人 口が,北 部 トーゴか らベナン

に連な るアタ コラ(Atakora)山 系 の一部 に分布 してい る。 パ フィロ(Bafilo)地 区を

1-a.(物 お き)

1-b.(家 父 長 の 部 屋)

1-c.(Kwalanbala用 の部 屋)

2. "tilon" (物 お き)

3."tilon" (第1,第4夫 人 と子 供 達 の部 屋)

4."buyon"(少 年 の部 屋 と物 お き)

5. "buyon"(物 お き)

6."chugun"(炊 事 小屋)

7."chugun"(粉 ひ き小 屋)

8."hinbuyon"(羊 小 屋)

9."falu"  (第3夫 人 とそ の子 供 達 の部 屋)

10."chugun" (炊 事 小屋)

ll."tion"  (祖 母 と少 年 達 の部屋)

12."buyon" (上 は 穀倉,下 は トリ小 屋)

13."buyon" (物 お き)

14."buyon" (穀 倉)

15."buyon" (穀 倉)

16."buyon" (穀 倉)

17."buyon" (ハ ト小 屋)

18."buyon" (穀 倉)

19."kach61a" (高 床 式 の 穀倉)

20. kach61a" (li Ei5 Feの 靱 含、

図2Ketowa家 の 屋 敷 囲 い
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除 けば,海 抜200～250mの 一 般 に起状の乏 しい土地である(図1).ラ ンバ族の居

住地 には,半 農半牧の定着 フルベ族,カ ブレ族,ロ ッソ族,バ サ リ族,コ ンコンバ族

も少数なが ら混住 して いる。

 家 父長を中心 と したラ ンバ族の家族が住 む屋敷囲い(コ ンパ ウン ド)は 泥 の壁 で連

な り,た いていは西側 に開 いた入 口を一つもってい る(図2)。 伝 統的 な家屋 の形態 と

して は,円 筒形の壁 に草で編んだ 円錐形の屋根を たてかけた ものであ るが,方 形の壁

の家屋 も見 られ る。人 口が集 中 してい る所 では,屋 根 は草に代 わ って,市 販の ト汐 ン

屋根 が最近,使 われ るようにな った。 コンパ ウン ド間 の 距 離 は数mか らlkm程 離

れた散居形態を とっている。 村 長(chcf de canton)が す むカジャラ ガ〉ら西へ4km

ほど 離れた所に居 を構 えて いるケ トワ(Ketowa)家 の家族構i成を図3に 示す。

 5月 か ら始ま り10月 まで続 く雨期 にはギニア ・モ ンスーンが もた らす雨 は大地を潤

し,8月 には降雨の ピークを 迎え る(図4)。 年 平均 降雨量 はおよそ1,100mmで

サ バ ンナ帯 と して は,湿 気に恵まれている。11月 にはサハ ラ砂漠か らの砂塵混 じりの

熱風(ハ ルマ ッタ ン)が 吹 き込んで本格的な乾期の到来 を告 げる。 この風が運 び込む

砂塵のために,白 くかすんだ もや(ハ ルマ ッタ ン ・ヘーズ)3》が視界を おおい,翌 年

の2月 頃まで続 く。肥料を ほとんど用 いないサバ ンナ帯 の農耕地にハルマ ッタ ンは無

機的な栄養分を もた らす といわれ,そ の季節風が強 ければ強いほど,大 地へ の恵 みは

大 きい。 ソルガムなどの主要 な作物の取入 れが済んだ後 は野焼 き(bush-firing)が 行

われ る (図5)。12月 か ら1月 にかけて乾期 には20℃ を割 ることもあ り,そ の冷 え

図4.月 別 の 出 現 頻 度

3)飛 砂にはソーダ(炭 酸ナ トリウム),マ グネシア(酸 化マグネシュウム),ア ルミナ(酸 化ア

 ル ミニウム)等,多 様な成分が含まれ,こ れらの堆積が土壌改良を促進 していると考えられる

 [藤井 1988]。
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図3Koreghan Ketowa家 の 血 縁 関 係
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込 みのために,家 の中で薪 を燃 や して暖を取 って眠 った り,朝 方に はコンパ ウン ドの

外側で,刈 り取 った後の雑穀 類の茎 や脱穀 した後 の穂やバオバブの実の殻 などを焚い

て暖を とることが多い(図5)。

 従 来3～4力 日毎に開かれていた市4)は 行政サイ ドの指導で1980年12月 下 旬以後市

が開かれ る曜 日が設 定 されるようにな った。 市 日には 日常 雑貨品の購 入 ばか りか物

々交換 も行 われる。また,確 実に ソルガム ・ビールが飲 める場で もある市 は人 々の移

動が盛んなために,知 人 との出会 いや社交の場 として賑 う。 ラマ カラ(Lama-Kara)

や カ ンテな ど多方面か らや って くる ピック ・ア ップ車 や トラックは,市 に出店す る人

ばか りでな く,村 に帰省す る人たちも運んで くるか らである。帰 りの車 は,大 きな町

にある病院に出向 く人や休暇を終えた人や乗 り継 いだ人 などと物資で満載にな る。 ブ

ル ク ゥー(Bourgou)や カ ジャラの市 日には,製 粉 屋が機械 を作動 させ るので,自 分

の家 の石製のサ ドル ・カーン(ひ き臼)5》 で 粉にひ く手間を省 く婦人や 娘 た ちが ソル

図5月 別 の 出現 頻 度

4)調 査地の住民の生活にもっとも深くかかわる市には,月 曜日に開かれるカジャラの市 と金曜

EIのブルクウーの市がある。特に,必 要な物資をより安く購入 したり,ま た物々交換を有利に

行うときには,20キ ロ ・メー トルも離れているばかりか,し かも急 峻な山越え をしな くては

ならないニャム トグウー(日 曜日)と15キ ロ ・メー トルほど離れたバサリ州のナモン(木 曜日)

に出向くことになる。また,カ ジャラから東北に数キロ離れたフォンは火曜日に開かれる市で

あるが,乾 期に,し かも壷の購入とその物々交換が主になる。これらの市に比較すると水曜日

であるが不定期に開かれることが多いアンバサの市は,付 近の住民が午後2,3時 頃から三々

五々集まり,コ ーラの実(コ ーラ・ナット),落 花生で作った揚げ菓子のコロコリ,ソ ルガム・

ビールなどが売買される。小規模で,大 きな町から車でやって くる行商人はまったくいない,
マイナーでローカルな色彩が強い(図1参 照)。

 なお,近 辺にはカジャラとブルクウーに診療所があるが,市 に往来する乗り合いの車を利用
して,住 民からの信頼度が厚 く,医 療設備の整ったラマカラやアタクパメなどの病院(中 国入

の医師が何人かいる)に 出向く人 も多い。

5)saddle quern。 日常的には穀類やマメ類の製粉,吻 ∫αをつけるつけ汁(ソ ース)に 使う具な

どをひきおろすのに使われる。また,ソ ルガム・ビールchukatuを 醸造するために,2～3日

のあいだ少々トウモロコシも混ぜて暗所で発芽させたソルガムρぬ㎜(一 種のもやし)を ひき

おろすのにも欠かせない道具である。
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ガ ムやバ ンバ ラ ・グラウン ド・ナ ッ トの入 った金 だ らいを手に して順番を待つ列が見

られる。

2) 調 査 方 法

 筆 者 は,ラ ンバ族 の労働の投入量(labor・intensity),分 業(division of labor)と そ

の季節性(SeaSOnality),お よび生産物 や 採集物 などの消 費の傾 向を探るためにケ ト

ワ家の コンパ ウン ドの一画に借 り住 まい し,調 査を進 めた。そ してケ トワ家 のひ とび

とを中心 に1回 につ き30分 以上の直接観察,な い しは直接,本 人に確認 ない しは追認

した生業活動(subsistence activity)を,内 容別,性 別,時 期的(月 を3旬 に分 けて

10日 あた りの観察頻度)に 分類 して みた。 ただ し,彼 のコンパ ウン ドの西方300m

ほ ど離れ た所に年 とった実母 と幼 い娘2人 と一緒 に住んで いるケ トワ氏の第二夫人は

時 々ケ トワ家にや って くることはあ ったが,常 時,観 察で きなか ったために調査対象

か らはず した。また,少 年2人 は3kmほ ど離れた小学校に通 っていて,土 曜 日,日

曜 日と学校の休 日以外には家事 の手伝いを しないので除外 した。 ケ トワ家で実質的な

労働に従事す るのは,成 人男子2人,女 子4人(実 母 と3人 の妻たち)と 娘1人 とい

うことにな る。

 活 動の一部 につ いては,開 始時刻や終了時刻 を把握で きなか った場合 もあ るので,

絶 対量によ る比較 は行わない。 また,調 査地 に連続 して10日 ない しは11日 間滞在 して

いない場合を除 き,10日 あ た りの頻度に修正 した。

 消 費活 動について も,ケ トワ家を中心 に直接観察 した ものについて,旬(10日 間)

あ た りの観察頻度で検討 を加えた。 したがって,筆 者がケ トワ家を離れてい る間に消

費 された食物 については調査対象か らはず した。食物の消費について も,10日 間 あた

りの摂取頻度 にコレク トして検討 した。

2.農 耕

 ラ ンバ族が栽培する作物 は表2に 示 したが,換 金作物 と して労働投 下量 のイ ンテン

シテ ィが高 いのは ワタであ る。 トウモロコシや落花生 の一部 は換金 されるが,大 部分

の作物 は自家消費か物 々交換のために利用 される。

 大 体,5～6年 間の連作を行 ってか ら,1～2年 の休耕(f'allow)期 間 を お くが,

休 耕期間の長 さや クロ ップ ・ローテーシ ョンな どはその土地の耕作者 の恣意的 な判断

に任せ られていて,一 定の作付 け順序が厳密 に守 られてい るわけではない。一 般的な
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傾向として,休 耕したあとの最初の年はソルガムを植え付けることが多 く,そ のあと

フォeオ が続 く。

 家の周囲の畑を別にすれば,大 部分の畑は徒歩で数分から遠 くて一時間弱で到達で

きる範囲にある。コンパ ウンドの周囲には,ト ウジンビエがわずかばかり混じったソ

ルガムが主に連作 され,下 生えにササゲ類が混作される。また,家 のまわりにはわず

かな量のオクラも単作される。

 トーゴ国の独立記念日にあたる4月27日 は全国的な祝日にあたりカジャラでも村あ

げてのお祝いが催される。これが作物の播種を開始する目安になる。雨期に生育 した

食用植物では,ま ず,ヤ ムイモが最初に収穫され,そ の後,フ ォニオ,ト ウモロコシ,

キャッサバと続 く。乾期の最中に主食であるソルガムの収穫で終わる。

 最近,ワ タとトウモロコシの栽培に化学肥料が用いられるようになったのは農業関

係を担当とする国の出先 機関の指導によるものである。 コンパウンドの周 辺では灰

やゴミの投棄と人糞が土壌の肥沃化に少々役立 っているのかもしれないが,主 要な

ソルガム畑にはとりたてて施肥はされない。 しか し,牛 の排泄物が肥料として役立つ

のを知っているために,ソ ルガムなどの主作物の取り入れがすんだあとの畑(穂 先を

切ったあとの茎が畑に横になっている)に 牛の放牧は容認される。また,畑 を拓 くと

きに刃の大 きな鍬(加9ωoη)で 耕起するが,そ の際,雑 草も土中に鋤 き込まれる。そ

れらは再び雑草を生み出し,作 物と競合 関係にはなるが,一 部は土壌中で腐食 し有

機肥料になる。乾期に火入れされる野焼 きのあとの灰 も無機肥料として土壌に還元さ

れる。

 休 閑 して2～3年 目の畑 あとに ソルガムを栽培す るために行 う畑 の伐 り拓 き(halum

tudun)に お いては,ま ず,有 用樹 とその幼樹を除 いた大小の立木を伐 り倒す
。そのあ

と休閑後1～2年 目の 耕起(加1膿 ψ 吻9πη)の 場合 と同様 に,雑 草を倒 してい く作

業 が続 く。 その際,約1・2mの 細 い棒 の両端 に1本 の縄を しば ったテ ィータ(tita)と

い う道具 が使われ る。両手でテ ィータの縄を持 ち,片 足を棒 にのせ ,前 進 しなが ら雑

草を お し倒 してい く。 そのあ と,鎌 で倒れた草の根元近 くを刈 ってい き,大 きな刃の

鍬バ グウォンであ とずさ りしなが ら土を耕起す る。 刈 りと られ た草 も土 に鋤 き込 みな

が ら畝が立て られ る。草 の根が土 中に残 ったままで土を掘 り返すたあ に作物 と雑草の

競合にな り,収 穫までに何度か除草 を兼ねた中耕を繰 り返 す必要がでて くる。

 耕 起や 中耕などは,普 通7～8人 の共 同作業 ツ ゥバロ(tubbalo)と して行 われる。

朝か ら夕方までの仕事であれば,そ の畑の持主がホス トになって,ソ ルガム ・ビール

と食事の もてな しをする。昼 頃に終わ るよ うな ッゥバロで あれば,ソ ルガ ム ・ビール
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表2ラ ン バ 族 の 食 用 植 物

(A)栽 培食用植物

Period collected
Common name Local name Scientific name *1 *2 (observed in Remarks

the study site)

Cereals

Sorghum  mata (pl.  India) Sorghum bicolor  CC Nov.  12-Jan. 4
Pearl millet  amata (pl.  amala)  Pennisetum americanum  C July 23-Dec. 17
Rice  manu (pl. man)  Oryza sativa  C Oct. 23-Dec. 3

Fonio abiyon  (pl. abisu) Digitaria exilis  CC July 30-Oct. 17 black fonio (D. iburua) is not utilized
Maize  wamata  (pl.  warnala) Zea mays  CC

 

s  &  ca Aug. 14-Oct. 6

Root crops

Yams

Bush yam hielu (pl. hie) Dioscorea praehensilis  CC

Water yam tosun (pl. tusun) D. alata  C  t July 24-Mar. 3
Aerial yam  bandem D. bulbifera  R

Sweet potato  agundelo (pl. agundelasu)  Ipomoea batatas  C  t Nov. 7-Dec. 7

Cassava bandusun (pl.  =--) Manihot  esculents  C  t Oct.  6-Jan. 29
Cocoyam polopolon (pl. pulopulun) Colocasia sp.  R

mangani (pl. manganina) Xanthosoma sp.  R

 

t  &  1 Feb. 16

Legumes

Cowpea sinda (pl. sina) Vigna spp.  CC s: July 14-Nov. 16

1: July 20-Dec. 5 leaf: called  chahan (pl.  chahasu)

Bambara  agulansalu  (pl.  agulansetwui) Boandzeia subterranea  C Nov. 17—Dec. 12
groundnut

Geocarpa bulubun (pl. bulubulunna) Kerstingiella geocarpa  R Nov. 17
groundnut

Groundnut  bangansalu  (pl.  bangaistiwui) Arachis hypogaea  C Aug. 18-Nov. 15



I IC C!I 3-1\rnv_ 9

 

I Ilune27Oct.

IH.sabdariltaclNov.24-Der_

 IIRine

Iasper 1Tune0

ISolanumfilv9R—Ano.

s.aettuotncum 1 Oct. 6

S.macrocarPonfNoy.4

ILvcoberszcumesculentumfOct 6

ITrichosantizeseueumerinafen/'A

Vegetables
Okra  manda  (pl.  mina)HibiscusesculentusCCfAug .3-Nov.25

1June27Oct. 13
Roselle chandonta (pl. chandona)H.sabdarigaCclNov. 24Dec . 29

1JuneI6-Dec. 8  leaf: called chahalon  (pl. chahata)
agonbilu  (p1. agonbila) H.asperR 1 June20

cancliita (pl. candifitana) Solanumda.gphydasvbhvItumllum cf July28-Aug . 26 dried fruit: used as a sauce in dry
season, too

bembaluS.aethiopicumR 1 Oct. 6

chilu  (pl. chili)S.macrocarponCfNov4fruit: usually eaten raw

Ileaf: used as a sauce
Tomato chumate (pl.  chumatuna)Lycopersicumesculentum RfOCt .  6 used as a sauce

 Snake gourd chumate (pl. chumatuna)Trichosanthes cucumerinaR1&fNov .
Pumpkin kambulu (pl.  lama) Cucurbita pepo R f Oct . 24-Dec. 10

bimbulu (pl.  bima)  Talinum  triangulare  D 1  June  19-Nov21

ofulonCorchorus outoriusIt 1June27-July16

ansalutihelonAmaranthussp.R1June27

Bird chili sowan  (pl. stisu) Capsicumfrutecens C

Water melon  kekan  (pl. kekasu)CitrulluslanatusC sJuly 24-Jan . 28sown among the yam mounds &
eaten raw

 chOgon Raphionacme brownii R t July 21

 Bungu  kokon  (pl.  kokon) Ceratotheca sesamoides C s & 1  Oct . 9-jan.20
Benniseed  shökan (pl. shlikasu)SesamumindicumCsDec 3-Dec . 26

Fruits

Mango mangon (pl.  mangon)Mangifera indica  CfDec .2-Mar.  6
Papaya fulufulun (pl. fulufuluta)CaricapapayaRfNov . 25-Feb.10 

IitrucOrange lemon  (pl. lemun)Citrussp. R fOct14-Jan22

 U.71,../-.1.11,-/V•

_L_7,••

 

IArnaranthussp.1Tune27

G'absicumtrutecensI I I

 

IGitrulluslanatusTidy94—Tan:

 I1?ahhioname brownii t hay 21

 eratotheca sesamoides li1 rirt 4—Tan9(1

sesamuinindwumDec. 3—Dec. 2€

Manoilprn.C.T1.,1\it...

 IG'aricababavaf1\inv9—.Feh1
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(B)採 集食用植物

1,,,r1 /Id eft

ampI*IIrhSprvariIT

tnestu

Adan_coniadipitataIreIPune26—Mar

Isune2mai

 II1lune1.5—Mal

IFIncnhniehimnnhn7anIIrl1)er11lan.

ro;hrihendrnoMar

IINov.

Pnrkinhiolnhncnoll)lune21—o%

IIslulv1.5-1Vlar

riugrospermunzpariczz

I

syai

Periodcollected
Common name Local nameScientificname*1*2(observedinRemarks

thestudy site) 

Baobab  tita (pl. tila)AdansoniadigitataCCPJune26—Mar. 6 pulp: called tilun (pl.=--)

June26—Msar. 6  seed: called catalan  (pl.=  )
1June15—Mar. 3 leaf: called andilan (pl. andilasu)

Red-flowered fulon (pl. fulan)BombaxbuonopozenseCclDec.11—Jan. 12 calyx:  called  fudda  (pl.  fula)
silk cotton tree

Silk cotton tree kumun  (pl. =) CeibapentandraC1Jan. 10-1VIar.1 seed: called bambilu (pl. bambi)
(= kapok) sNov.3—Feb. 12 leaf: called bahelon  (pl. baheta)

Locust bean solon  (pl. solun)Parkia biglobosaCPJune21—Nnv.21 pulp: called suddon (pl. sudda)
treesJuly15 —Mar.5  seed: called chibangalon

Shea butter tree shumun (pl._) ButyrospermunzparkiiCs May—April seed: called chombagan (
pl.  chombath)

Akee apple basun (pl.  basa) Blighia sapida R a Nov. 11 eaten raw when ripe

Cashew tree aja (pl. ajana)  Anacardium  occidentale  R  f  Feb.  15—Mar. 7

Oil palm won (pl. wan)  Elaeis  guineensis  R  m  &  k  Feb.  1Feb.  17
Doum palm kolinjan  (pl. kolinjasu)HyphaenethebaicaR p  &raOct.29available in the market

Palmyra palm bolopolon (pl. bolopulun) BorassusaethiopumRfOct.29available in the market
 hason  (pl.  hâsun)LippiurugosaR1Nov. 6—Dec. 5

findofindon (pl. findofindPsorospermumcorymbiferum R  1

komban ?Rsseed used as a sauce
alumafyandonCyphostemmasp.RfWetseasonfruit: called afulao (pl. afulana)

 olulon  (pl.  olulota)AnnotiasenegalensisRfWetseason

panyalon (pl. panyala)VitexdonianaCfJuly4—July28
mbabu (pl. mbabuna) Strychnossp.RfDryseason

ujejelon (pl. ujejeluta)NauclealatifoliaRfJan.14--Jan.15 fruit: called  polu  (pl. poya)
amangeran (pl. amangerMitragyna inermisRfDec.1—Jan.4 fruit: called amangalu

(pl. amangali)

 Anacardzum occzdentate I .K. I t ea. a—mai

 Elam guzneenszs K cc K. reo.

Hvbhaenethebazca IR ID Z5c.raOct.Z9

BorassusaethiobunzIIfOct.Z9

 IfihhinrnancnI14I1Nov.h—l)er.

un)rsorosbermumcorvmozrerumitt t

 IIIsI

 ICvbhostemmasn.IIfWetseason

 IAnnonasenegalensisIIfWetseason

VztexdonzanaICIflulv4—Finv

 

IStrvchnossn.IIfDryseason

 

INanclealatitoliaIIflan.

asu)BaztragynaznermzsIC"1,M. 1—j all.



I  IFeb.  15kawon  (pl.  kata) Gardenia erubescens C  f  Feb.  15 fruit: called candonta  (pl. candona)
bintalon R f Nov. 29

Mushrooms  afatolu (pl. afoda) etc.I RmsJuly4—Sept.'38 species are used as a sauceRms I luty 4---6ept. t

(C)物 々交換ないしは現金で購入される食用植物

verinct

rientthenameI1Inhserveri

1.11C

LznerneralternateRrli

AlizumcebaICIIdc1

MusasamentutnIR

Period collected
Common name Local nameScientific name *1*2(observedin Remarks

the study site) 

Cultivated food
plants
Zinger afawo (pl. afawona)ZingiberoffiernaleRrh

Onion  alubasa (pl. alubasana)AlliunzcepaCf& I dried leaves: used as a sauce

Banana ayabalu  (pl. ayaba)Musasapient=R  f

Sugarcane  chumbugOli  Saccharunz officinale R ca
(pl. chumbugolina)

Cola  giilu (pl. guya)adColn&sitidaC
C.acuminata

Coconut palm  kobalu (pl. kobaya) CocosnuciferaRk
Lime lemon  (pl. lemun) Citrnssp.RfOct.5—Feb. 1

Gathered food
plants

amilu (pl. amiya)R'fcalled  and in Kabre

anida (pl. anila) R f

Lia&ICI.

acurnznata

 CocosnuczteraIRI

UltrnsSD. IRfOct.3—t,et

IRfI

 

I  R

 *1 Frequency cultivated or utilized as food 

  CC: very common 

    C: common 

    R: rare 
*2 Part eaten 

    a: aril, ca: cane, cl: calyx, f: fruit, k: kernel,  1: leaf, m:  mesocarp,  ins: mushroom, 

    p: pulp, ra: radicle, rh: rhizome, s: seed, t: tuber
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も出されないこともある。

1) ソ ル ガ ム

 ソル ガムの畑に は,ロ ーゼ レやササゲが混播 され ることがあ るが,ロ ーゼレは少量

◎で
,サ サゲの場合は コンパ ウ ン ド近 くの ソル ガム畑 の下生え と して栽培 される。

 男 た ちは共 同作業 ツゥバ ロで大 きな刃の鍬バ グウォンを両手で持 って,同 一方向に

ほぼ横一列 になってあ とず さりしなが ら耕起 してい く。畑 の端 に着 くと,今 度は逆方

向に鍬 を入 れながら畝を立ててい く。 その後,女 た ちは この畝 に棒で穴 をうがって か

ら,ヒ ョウタ ンの椀 などに入 った ソル ガムの穂粒を3～4個 ずつ この穴 めがけて投 げ

入れてい く。左右の足を交互 に踏 みなが ら,土 をか けて前 進 してい く。

 播 種か ら取 り入れまでの間に男 た ちが行 う中耕を兼ねた除草 は3回 行われ るのが普

通であ る(図6-1)。 ま ず,1回 目 の除草ア リァン ・マ ランダ(atian〃matanda)は 植 え

付 けが ほとん ど終わ ってい る6～7且 に行われる。 この とき,発 芽率 の悪 い畑 では,

も う一度播種(replanting)し なが ら除草を兼ねて鍬バグ ウォ ンで土をかぶせてい く。

また,稀 に葉の先端部を ちぎ ってすてたあ との苗を移植す る(transplanting)こ と も

ある6)。 ソルガムの茎が 約1～1・5mに 生育 した頃の除草 アルマ ・マ ランダ(alUma

図6-1 ソ ル ガ ム(Sorghum bicolor)

6)葉 の先端部を手でちぎりとるのは,鳥 の雛を強壮するために爪の先端部を両刃カミソリで切

り取ることと近似 した措置かもしれない。しかし,作 物にこうした措置を施すのは,一 般的か

つ,日 常的なものではない。
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malanda)は 鍬バグウォンで除草をしながら,作 物の根元に土をかぶせていき,強 い

風雨から茎を保護する。 このあと,乾 期に入 って,3m近 くに伸長 したソルガムの

茎の下方の葉が赤茶色に枯れた頃に行われる3回 目の除草 アレラ・マランダ(alela

malanda)は 枯れた葉を取り除いて風通 しをよくし,雨 のために土が流出して地 表に

露出した根に土をかけて補強し,穂 を十分に熟させる。アリアン・マランダとアルマ

・マランダは何入かの男たちが行 う共同作業 としてよりも
,単 独で行われるのが普通

である。また,父 母に言いつけられた少年たちが小規模な畑やコンパウンドのまわり

の畑などを中耕 したり,女 が1人 で刃の小 さな鍬 ブンダ ン(bundan)を 使って除草す

る。こうした除草や中耕は取り入れが始まる11月初旬で完了する。穂が熟す10月頃に

は,子 供たち・少年,少 女たちが畑に出向いて大声をあげたり,両 手で強く打って鳥

追いの仕事をする。

 穂が十分に熟 した頃を見計らって,男 たちは立ったままの姿勢で足で茎の根元近 く

を踏み倒 してい く。 この後,男 女一緒になって,ナ イフなどで穂先を切り取る。刈り

入れは,11月 中旬から1月 上旬にかけて行われる。畑の一箇所に円形に集積 した穂を,

女たちが金だらいに入れて家まで頭上運搬する。コンパウンドの中庭などで天日乾燥

したあと,殻 竿で叩いて穂についたゴミや埃などを叩き落とす。このとき,脱 穀 した

穀粒は当座の消費分に当て られるが,残 りの大部分は穂のままで泥で作ったソルガム

の穀倉ブヨン(⑳oπ)や 草を編んで作った高床式の穀 倉 カチ ョ0ラ(kach�a)に 貯蔵

される(図2)?)。

 穂先を切り取 った茎をそのまま畑に放置しておいて,1月 下旬から3月 にかけての

乾期の最中に,枯 れたものを一箇所に集あて燃やす。 しか し,コ ンパウンドの周囲に

おいては,ソ ルガムの茎の1/3ほ どの高さで切断 したものをそのまま槍ぶすまのよう

にしておくことがある8)。

 早生のソルガムを植えている人もわずかにいるが,そ れは端境期の消費に多少役立

つ程度で,そ の栽培量は多 くない。同じ畑でも面積が広いために播種の日がずれたり,

また,植 え付け後 リプランティング(replanting)を する場合 もあるので生 育期 間や

生育度のぱらつきはあっても,穂 が十分に実 ってか ら刈り取りを行うのが普通である

ため,収 穫時期は同一 になる。

7)植 物姓食物には天日を利用 し,壷 や ヒョウタン,泥 製の容器pundelianを 利用 して貯蔵され

る種類が多いのに対して,動 物性食物の場合は,貯 蔵される物の種類数も量も多くない。

8)近 隣…のカブレ族においては,バ オバブなどの大 きな木に長い茎を立てかけておき,そ の日陰

を利用 してヤムイモの種いもをス トックする。
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2) フ オ ニ オ

 B.G.5,000年 頃 か ら栽培 され,ス ーダン ・サバ ンナ帯で最 も古 い食用作物 であるフ

ォニオは1グ ラム中におよそ2,000粒[PURSEGLOBE 1981]が 含 まれ るほどの極小 の

貧弱 な穀物であ るために,英 語で はハ ング リー ・ライス と呼ばれ る。 このメ ヒシバ

属 のフォニオには,2種 の栽培種 がある。その うち,穂 が脱穀 しに くいので主に ソル

ガム ・ビールの醸造に用い られるブラ ック ・フォニオ(Dlg珈 磁 伽 γπの は,北 部 ト

ーゴか らベナ ンに連 なるアタ コラ山系に住 むランバ族農耕 民の0部 が栽培 していたと

い う報告[PORTﾈRES 1976]が あ るが,大 部分のと ころで は,フ ォニオ(」D・exilis)

の栽 培が一般 的であ る。

 女 た ちは,フ ォニオの穀粒を手 です くって投げたあと,刃 の小 さい鍬 ブ ンダ ンで軽

く土を被せてい く。 フォニオの種子には少量 のロ0ゼ レや トウジンビエの種 子 も混ぜ

ていることが多い。発芽 して しば らくの聞のフォニオ畑 は淡 く柔 らか い草色 の絨毬を

敷 きつめた景観 を呈 する。 その後,8月 以後の刈入れが始 ま るまでに,単 独か,3～

4人,多 くて5人 くらいの女 たちの ッゥバ ロで,除 草が2回 ほど行われ る。 その際,

雑 草は手で 引き抜かれ たり,鍬 ブンダ ンで取 り除かれ る。 とった雑草が手に0杯 にな

った ら畑 の一箇所に集めて置 く。女 たちのツゥバ ロに際 して,ソ ルガ ム ・ビールや食

事な どの もて な しが ないのは男 たちの農作業 と比較 して軽度であるためで あろう。

 茎 が40cmほ ど にま っす ぐ伸 びて,茎 の先端 に白っぽい穂がつ き始め る。穂が茶色

っぽ く色付 き始 める頃 は雨期 の ピークにあたることが多い。実 った穂の重み と雨のた

めに積先が倒れかか る頃,野 鳥 の群れが穂をっ いばみに来 る。茎 や穂の しげみに身を

隠す鳥を畑 か ら追 い出すために,少 年 や少女た ちが早朝,昼,夕 方 と, 1日2～3

回,鳥 追いを行 う。 また,家 か ら火 のついた薪 を持参 して,畑 で焚火を して煙 をたな

びかせ た り,手 を打 ちなが ら,大 声 をあげた り,空 缶を棒で打 ち鳴 らして威嚇す る。

彼 らは,パ ル ミラヤ シの葉の繊維 で編んだ投石器 アフダ ラン(afudalan)9)を 携 行す る

こともある。時に は大人が銃に散弾 をっ めて打 ち放 ったり,パ チ ンコ(tai)を 用 いて

追い払 う(図6-2)。

 身 内だけ(例 えば親 と息子)で 穂の成長具合を試 す意味で,穂 の熟 してい るものを

 9)afudalan(pl・ ψ 弼 魏);投 石器(stone・sling)はtolowata(草本の0種:未 同定。 kisyuで作 った 

縄nambiluで はない)を 用いて自作される。特にabionta(フ ォﾘオ 畑)で の鳥追いの時に使われ 

る。両端(① と②)の 長さが160cmほ どある紐状に編んだものの真ん中ほどに石を置くため

 の少々幅広くなった箇所③がある。まず,① の穴に中指を通してから,② を親指と人差 し指で 

握 る。③に小石を置いてから,ぐ るぐる振り回し,② の方を離すと③の石だけが飛び去る。紐

 全体を飛翔させるのではない。 鷲αg吻πηやbulinjyoな どの中型の鳥の捕獲は無理で, asumasu,

 tabusu(野生のホロホロチ・ウ), chafulan(ハ トの一種),加 πやlisuな ど小型の鳥を狙 う。
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図6-2 フ ォ ニ オ(1)igitaria exilis)

選択的に少 量刈 り取 ることもあ るが,本 格的な刈 り取 りは4～5人 か ら7～8人 の男

たちが ッゥバロで行われ る。腰バ ン ドの前方に紐で くくった リョウ トラン(r1Otolan)10)

を ぶ ら下げて,横 一列にな って前屈 した姿勢で前進 しなが ら,ナ イフでフォニオの根

元か ら10cmぐ らいの所を刈 り取 って い く。 それが左手一杯にな った とき,根 元か

ら右手で引 き抜いた数本の フォニオで,刈 り取 った フォニオの束の根に近 い方を しっ

か りと巻 きつける。巻 きつけ るフォニオの終端 部を リョウ トラ ンの鋭った先端 部で押

し込んではずれないよ うに締 めつ ける11)。 きつ く縛 られたフォニオの束 は 後 方 に投

げ られ,そ の束を女や子供 た ちが回収 し,刈 り取 った畑 のあ との一 画に,穂 先を上に

して一束 ずつ円陣を組むよ うに立て掛 けてい く。大 きな陣笠状に積 み上げ られた フォ

ニオはこの状態で2～3日 畑 に放置 され天 日に干 され るが
,鳥 の食害 を防 ぐために当

座 の消費分 を脱穀 したあ とのフォニオの藁 くずが被せ られ る。

 フォニオの播種か ら刈 り入れまでの一連の仕事で男が関与するのはこの刈 り取 り作

業 だけで ある。女 たちは畑か らフォニオを金 だ らいに入れて家 に運 び,コ ンパ ウン ド

の中庭 などで,両 手 で壁 を支えに して,5～6束 のフォニオを両足で少 しずつ前方 に

回すように しなが ら踏みつ けて脱穀 す る。

10)刈 り取ったフォニオの束を縛るのに使う道具で,ア ンテロープの角,牛の角,マ メ科 ミモザ亜

 科の木chatachatan(Presopis africana)などで作ったものがある。いずれも,一方の先端部が尖って

 いる。また,形 状は作業能率を上げるたあに直線状でなく尖った先端部に反 りをきかしている。
11)フ ォニオが左手一杯になるまで刈 り取る。手に一杯になったものを束ねる時,成 人した男性

 でなければその束の太さは十分でないという。このたあ,ま だ手の小さい少年などにはこの仕

 事は不適といわれるが,少 年たちだけで刈り取り作業をやっているのを観察したことがある。

女たちが足で脱穀するときに,小 さな束では作業が十分にはかどらないことと畑での作業能率

 が上がらない理由に基づ くためかもしれない。
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 ツゥバロのローテーションの関係で長引くこともあるが,刈 り取ったあとの畑は大

体1週 間ほど放置された後,男 たちだけのツゥバロで鍬バグウォンを用いて短い茎と

根が残ったままの状態で耕起される。この畝は裏作に利用される。裏作にゴマ類を植

える場合は,一 方を掘 り起こして畝を立て土をかけていく。バンバ ラ・ナットを裏作

に利用する場合は畝を立ててから豆を1粒 ずつ植え込んでいく。

 二毛作で播種するゴマ類は,10月 頃から取 り入れが可能である。稀に裏作としてソ

ルガムを播 く場合もあるが,取 り入れは翌年の1月 頃になる。

3) トウジ ンビエ と米

 最 も耐乾性に優れた作物 といわれる トウジ ンビエ はサヘルの諸 部族 にとって は最 も

一般 的な作物であ るが
,ス ーダ ン ・サバ ンナ帯 のランバ族 ではその栽培量は限 られて

い る。 トウジ ンビエだけが植 え られ る専 用の畑 はな く,普 通,ソ ル ガム と一緒 に播種

される(図6-3)。 早生 の品種 もあ るよ うだが,そ の栽培量は少 ない。

 ラ ンバ族が栽培 して いる米 は,ニ ジェール川で開発 されたグラベ リマ稲で はな く,

ア ジア種(Oryga sativa)で あ る。稲 の畑 は雨 水に よって,水 か さが高 くなるよ うな場

所を選んで畑 が作 られるので陸稲(upland-cultivation)で は ない。 男4～5人 が,

ほ とん ど立木がな く草 におおわれて いる所をまずバ グウォ ンで一方 だけを起 こす。そ

図6-4 米(Or■za saliva)
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の上に籾を手でば ら播いてから,も う一方の土を掘り起こして畝を立てる(図6-4)。

したがって,畝 のもっとも高い所にだけうま く播種することにはならないので畝と畝

の間の低い所にも芽が萌出することになる。ソルガム畑の伐 り拓きとは異なって,雑

草を倒す道具ティータは使われない。やはり,直 接バグウォンで草 も土も掘り起 こさ

れるので雑草も土中に埋まった畝になる。

 発芽 して間もない頃,苗 を鳥の害から保護するために,棒 切れの先にひらひらさせ

る細長 く切ったビニールを縛ったものを土にさし込む。

 稲の畑の除草は妻たちや娘たちが鍬ブンダンを手にして行われる。男たちのツゥバ

ロで畝に対 して直角に横一列になって前進 しながら穂先を刈 り取っていく。根元か ら

10cmく らいの所を刈るが,そ のとき刈った束を左手でつかみ,右 手に持 ったナイフ

で切ってい く。 刃の切れが悪 くなると,畑 に持参 した平たい砥石で時々刃を研 ぐ。

手に一杯になった稲はフォニオのように束ねないで,適 当な所に置いておく。女たち

は男たちが刈 ったものを回収 しながら,刈 り残 しを手で引き抜いていく。女が2人 で

向かい合って雑草を編んで作った縄や樹皮などで束ねた稲は,金 だらいに入れて家ま

で頭上運搬される。

4) ト ウ モ ロ コ シ

 除草 は男 たちがツゥバ ロで行 うのが普通であ るが,少 女2～3人 が一組にな って行

うこと もある。 トウモ ロコシの場合,茎 が40cmく らい伸びた頃に,根 元近 くに棒 で

穴をあけて,そ こに化学肥料12)を 入 れて手 や足で土をかぶせ る。施肥 は主に女の仕事

であるが,男 が手伝 うこともあ る(図6-5)。

図6-5 トウモ ロ コシ(Zea mays)

12)首 都Lom6で 作 った化 学 肥 料で,50 kg詰 め の もの が2,500 F。

 に比 べ れ ば半 値 で あ る。

ワタの栽培に使われる肥料
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 8～9月 にかけて,男 女が取り入れを行 うが,切 りとった穂だけを麻袋などにつめ

て家に運ぶ。その後,何 度か中庭などにひろげて天日干しを行う。

 1984年,ケ トワ家で取り入れられた トウモロコシの数はおよそ2,000本(大 小さまざ

まな大 きさを平均20cm位 の大きさにならした時の概算)で,自 家消費と大部分が物

々交換に用いられている。

5) ヤムイモ類 とその他の塊根類

 塊 根 類のなかで もっと も作付面積,労 働投入量の多いのはヤムイモで ある。降雨量

によ って生育 が規定 され るヤムは 降雨量 に 恵まれたラ ンバ ・ラ ン ドがヤム栽 培 の 北

限 に位置す る。 それ以北で見 られ るヤム類 は南か ら トラックなどで運搬 され たもので

ある。ヤ ムの種類 は15種 ほどあるが,ギ ニァ ・サバ ンナあるいは熱帯降雨林起源のホ

ワイ ト・ギニア ・ヤムやイ エロー ・ギニア ・ヤムは少 な く;大 部分 はブ ッシュ ・ヤム

(1)ioscorea Praehensilis)と ダ イジ ョ(1). alata)が 主 な栽培種 にな って いる。

 女 た ちがヤムイモの種 いもをス トックす る仕事や川で の泥落 しや運搬 の仕事を除け

ば,塊 根類の作業 はほとん ど男手によ って行われ る(図6-6)。 ヤ ムイモのマウン ドは

乾期 の12月 以後 に作 られ,種 い ものス トック(数 日間土中に埋 めて乾燥 を防 ぐ)や 植

え付 けまで貯蔵小屋 チュクル(chtikulu) i3)に ス トックす るのは1月 の仕事に なる。 ヤ

ムイモの場合は長期間 にわ たって取 り入れが可能で あるため に,あ る一定 の時期 に収

穫期 が集 中す る穀類 と異 な る大 きな特徴だ と言え る。また,土 中に埋 めたままの状態

図6-6 ヤ ム イ モ 類(1)ioscorea spp.)

13)ソ ルガムの穀倉と異なって作物が直に地面に接する(図2参 照)。
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で生 育が持続 するために,虫 や鳥 などの被害を受けに くい作物であ る。 さらに,穀 類

と異なって生 育の過程でほとん ど除草を必要 と しない利点 もあ る。 しか し,マ ウン ド

作 り(mounding),植 え付 けのあと種 いもの生 育を乾燥 や暑 さか ら守 るためにマ ゥン

ドのて っぺん に葉 や土や藁 くず などをかけるマル チング(mulching)や ヤムの蔓を這

わせ るためにマ ウン ドに枝を立 てるス テーキ ング(staking)な どの集約的な労働がヤ

ムイモ栽培 にともな う。

 同 じヤムイモのマ ウン ドに,少 量 なが らサ ツマイモやキ ャッサバな ども植えた りす

る(図6-7,6-8)。 また,ヤ ムイモのマ ウン ドの斜面 を利用 して,オ クラや落花生な

どを植えることもある。

 一 筆846個 のマ ウン ドのある畑 で,ヤ ムが発芽 していたのは640マ ウ ン ド,全 く芽 が

出ていなか ったマウ ンドが134個 あ った。 これ らのマ ウン ドを利用 して,キ ャッサバ41

本,サ ツマイモ42本 が植え られてい たが,一 つ のマ ウ ン ドにはキ ャッサバ もサ ツマイ

モ も植えてあ った。芽が出ないヤムイモのマウ ン ドは後 日マ ウン ドのて っぺんを鍬で

つぶ して,高 さを半分 くらいに した円錐台状 のマウ ン ドに したものに,サ1ッ マ イモの

図6-7 サ ツ マ イ モ(IPomoea batatas)

図6-8 キ ャ ッサ バ(Manihot esculenta)
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茎 と葉に土 をかぶせ るだけの栄養繁殖(vegetative propagation)を 試 み るのが普 通

であ る。また,キ ャッサバ も枝や茎などの一部を,フ ォニオ畑の裏作 のときに掘 り起

こして作 った畝 に栄養繁殖を試み ることもある。

 ヤ ムにつ いで重要 な塊根類 は16世 紀 以 後,ス ペイ ン人 やポル トガル人に よって新

大陸か ら持 ち込 まれ た トウダイグサ科の キャ ッサバである。 キ ャッサバは 栽 培 が 容

易で粗放 的な農法で収量があげ られる特性のために,ア フ リカの諸 部族に広 く取 り入

れ られ た作 物 で あ る[武 田 1987]。 キ ャッサバに はシア ン配 糖 体 を1kgあ た り

100mg以 上 含む ビター一一・キ ャッサバ と,シ ア ン配糖体を外皮の部分に しか含 まず
,

そ の量 も50mg以 下 のスイー ト・キャ ッサバの2種 類 がある[BILHous l972]。 ビ

ター ・キャ ッサバは収量 が多 い反面,生 食 で きず,水 晒 し,加 熱 などの毒抜 きの調理

過程が必要で ある。 しか し,ス ーダ ン ・サバ ンナ帯 の住民がスイー ト・キ ャッサバ を

栽培 してい るのは,住 民の嗜好 と乾燥 した気候条件に規定 されてい るためであ ろう。

ランバ族 はそれを生のままで食べた り,焚 火で焼 いて食べ ることもあるが,大 部分は

外皮を削 ってか ら天 日に干 し,十 分乾燥 させた ものを臼に入れて縦杵で掲 いた粉を利

用す る。

6) その他の食用作物

 落花生は5月 に植えて,8月 中旬から11月にかけて取り入れが可能になる。ヤムイ

モのマ ウンドの傾斜部や トウモロコシと一緒の畝に少量植えられたりする落花生はつ

まみぐいを 目的とする程度の生産量と考えてよい。

 牛2頭 に黎を引かせて,畝 の間の除草 と中耕を行なったあと,女 たちが化学肥料を

施肥する近隣…のカブレ族を観察 したことがあるが,ラ ンバ族ではこうした手のこんだ

栽培は稀である。除草は主に少年たちが時には成人の男たちも手伝 って,も っぱ ら鍬

ブンダンを用いて行われる(図6-9)。

図6-9 落 花 生(Arachis h1Pogaea)
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図6-10バ ン バ ラ ・ナ ッ ト(Boandzeia subterraneα)

 8月 中旬から11月にかけての取 り入れには,ま ず畑で両手で数本の茎をつかんで根

から引き抜 く。それ らを金だらいに入れて近 くの木陰に運び,種 子の入った殻だけを

しごく。腰をおろして談笑しながら,時 おり生の落花生をほおばれる作業であるため

大人にも子供にも歓迎される農作業である。

 バンバ ラ・グラウンド・ナットは男たちがバグウォンで掘 り起こして作 った畝に,

女たちが棒で20cmほ どの適当な間隔に穴をうがつ。 立ったまま,穴 に種子を1個

ずつほうり込んで,足 で土をかぶせる(図6-10)。 植え付けから発芽するまでの期間

はやはり鳥害をうけやすいので,畑 近 くに薪を燃や して煙をたなびかせ鳥の接近を防

ぐ。 しか し,鳥 にやられた畑に植え直 しをすることもある。取り入れは11月か ら12月

に,家 族のものが総出で,ブ ンダンで根の所を掘 って茎を引き上げる。豆が入ってい

るさやは根から離脱 しやすいために,落 花生のように地面から引き抜けない。土中に

残っているさやは落ち穂を拾 うように掘り起 こして回収することになる。そのあとは

木陰に集まってマメをもぎ取るが,落 花生と異なってバンバラ ・グラウンド・ナ ット

図6-11 サ サ ゲ(Vigna unguiculata)

図6-12 オーク ラ(Hibiscus esculentus)
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図6-13 ロ ー ゼ レ (HibiSCUS sabdart:ffa)

はあま り生食 されない。 もっと も ドミナン トな調理方法 としてはゆでるか,殻 ごと乾

か してか ら粉 にひいた ものが利用 され る。

 副食 として高頻度に利用 されるササゲ,オ クラ,ロ ーゼ レなどはそれぞれ専用の畑

に栽培 される ことはな く,多 くはソルガム畑 などに混播 され る。 いずれ も,雨 期の半

ばか ら乾期 の初 めに取 り入 れが行われ,全 作業 が女手によって とり行 われ る(図6-11,

図6-12,図6-13)。

7) ワ タ

 ワタ の植え付 けは,主 要 な食用作物の植え付けが終わ った6～7月 に始 まる。まず,

バ グウォンを用いての成人 男子 たちの畝作 り(amun wditunda)が 半 日ない しは1日 の

共同作業 ツゥバ ロで行 われる。既製で市販 品の摯を使い,2頭 の牛 にひかせなが ら畑

を伐 り拓 くカ ブレ族 とは異 な って,ラ ンバ族の労働は家族単位 か ッゥバ ロが 主 に な

る。男た ちが立てた畝 に女 や子供た ち,と きには成年男子 も加 わ って,種 子 を植え付

ける。棒 で50～60cmほ ど の間隔に穴を うがち,そ の穴 に ワタの種子を5～6粒 ず

図6-14 ワ タ(Goss■pium sp.)
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つ入れ,軽 く土をかぶせ る。発芽す ると根 の近 くに棒で穴を うがち化学肥料14》を入 れ

る。その後,間 引 き(abbtZson watunda)の 仕 事 が続 く(図6-14)。

 男 たちがバ グウォンで除草を兼ねて,・作物に土をかぶせ る中耕を ッゥバ ロで行 って

か ら,11月 上 旬頃か らのワタ摘みの前 に,も う一度中耕が行われ る。1月 中旬には取 り

入 れを済ませ,出 荷 することになる。麻袋につめ られ たワタ は,ア ンバサ(Agbassa)

の 小 学校 まで運搬 され,買 付けの人 に計量 される。 ワタの種子は食用 に利用 されない

し,油 もと らないので,翌 シーズンの播種 に使 う分だ けを残 して,種 子のついたまま

で出荷 され ることにな る。

3.採 集

 トカゲ類(amanganjiluな ど),バ ッタ類(lagelやgumonな ど),サ ソ リ(ク勿 αη)な

どの小動物 は子供,少 年,少 女の捕獲対象にな る(図7)。

 雨期 の始め頃に羽化す る シロア リの羽ア リ(amola, reproductives)は ア フ リカの諸

部族 に一般的 に見 られ るよ うに 食用のために採集 され る[BoDENHEIMER l951]。

ラ ンバ族 もその例外 ではないが,兵 隊 ア リ(soldiers)は 採 集の対 象には な ら な い。

しか し,ホ ロホロチ ョウ(Namida meteagn's)や ニ ワ トリの雛の餌 にするため にtsリ 塚

(termite hill)の 一 部 を壊 して シロア リを採集す ることがあ る。雨期,乾 期 を通 じて,

ア リ塚を壊 して穴 をうがち,そ こにル ロン(lulon,未 同定)や カキノキ科 の アマ ンゲ

ラン(amangeran,・0ゴo吻705耀 卿 」⑳7而 ∫)の 木の葉のつ いた 枝を 突 っ込んで お く。 し

ば らく放置 した後に,そ れ らに食 いつ いた シロア リの群れをたたいて,金 だ らいに入

れ る。 また,ア フシル(afusilU)と い う方法で は,壺 にバオバ ブの実の殻を割 った も

図7採 集 活 動

L4)ト ウ モ ロ コ シの化 学 肥料 よ りは,1袋(50 kg)で5,000 Fと 倍 の 値段 で あ る。
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の,ソ ルガ ムや トウモ ロコシの茎を短か く切 って砕いた ものなどを壺一杯に詰める。

これをア リ塚の跡で平担な所を選んで少 し掘 って水をまいた ところにこの壼を逆 さに

埋めて4～5日 間放置 し,壺 の中に シロア リを誘 引す る。 ランバ族 に近接 して住ん で

いるタ ンベルマ族の場合は壺を逆 さに して土 に埋 めるまでは ランバ族 と全 く同じ方法

で シロア リを採 集 す るが,土 器の中には削ったマメ科 ミモザ亜科のパルキア(Parkia

biglobosa)の 樹 皮 と乾燥 した牛糞を入れる[和 田 1979b]点 で ランバ族 と異 なる。

 母 親たちが水汲みや薪集 めなどに行 った 折に 捕 まえたバ ッタな どの類 は 子 供 た ち

に与え られ る。 また,耕 起 しているときに 土中か ら出て きた コオロギの0種(afun-

balu, pl. afuma,未 同定)な ど も採集の対象 にな り,畑 仕事のあい間に棒 に突 き刺 し焚

き火で焼 いた ものは食用 になる。

 野 生 ミッバチの蜂蜜 の採集 は少年 や男たちが夜間に行 うことがあ るが,そ の頻度 は

多 くない。逆 さに した壺 をい くつか積み重ねた巣 箱を樹上 に設置 しているのをたま に

見 ることがあ るが,ミ ッバチが営巣 しているのは稀であ る。

 食 用にな る7種 類の茸(afotolu, pl.ψ4α)は 女 たちが畑仕事 や水汲みや薪集めなど

のつ いでに採集 され る。天 日に干 した ものはス ープの具になる。

 ア カテ ッ科の シアー ・バター(Butyrospermum parkii)の 木 か ら実 が採集で きるのは

3～4月 で, 5月 に は もう実 は見かけ られ ない。 これは,ス ーダ ン ・サバ ンナ帯で

の油料植物 と して,熱 帯 降雨林 に産す るアブラヤシに匹献す るほどに重要であ る。 産

出量はアブラヤ シとは比較 にな らないほど少 ないのが欠点で ある。 しか し,こ の油は

融点が高 いために常温で も固形のまま保存す ることができる。また,野 火に 強 く,い

わば耐火性 のあ る樹種で あ る こ と も野火を常套手段 とす るサバ ンナ住民に都合がい

い。採集後,殻 を除 いて胚乳だ けを天 日乾燥 した ものを,小 石 と砂利 とともに土器の

破片 に入 れて十分 に熱で焙 る。 さらに,こ れを臼でついて砕 いてか ら,水 を入 れた壷

に入れて煮つ め,そ の上澄 み(chomb縟hnun)だ けをス プーンです くいとり別 の容器 に

移 された ものが保存 され る。

 バ オバ ブは幼樹のみな らず成木の葉 も採集 の対象に なる。後者 の場合,少 女な どが

木にのぼ って(梯belonを 使 うことはない)摘 み とり,地 面に落 と したのを拾い集 め

る。実は乾期に採集 される。長 い棒 などで樹上の実を叩 き落 とす ことが多い。実は 自

然裂開 しないために堅 い殻(shell)を 石 にぶつ けたり,棒 で叩いて割 らな くて はな ら

ない。 実 の内部 にある乾燥 してさ らさらした白い果 肉(pulp)と 種子 は 臼に入れて杵

で軽 く掲いて分離 され る。風撰 して,繊 維性 の筋を取 り除いた果肉はス トックされ る。

種子 はゆでてか ら種皮(seed-coat)を 剥 ぎ,ま が玉状 の胚 乳だけが天 日に干 される。
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後 日,こ の胚乳は一一一Ptの発酵 みそチュー ドゥー(chtidti)と して利用され る。

 マ メ科 ミモザ亜科のパルキア(前 出)は 黄 色の粉 状の 果 肉(sudda)と 種 子 の胚 乳

(chibagalon)が 利用 され る。 食用以外に も,実 のさや(pod-husk)の 薄 い外皮(adian>

は,家 の土壁や床 のひび割れ防止に利用 され る。アデ ィアンを水につけたために赤茶

色 になった液体は新鮮な牛糞 と ラテライ トの土 とシロア リのア リ塚 の土(フ ォニ オの

わ らくずを混ぜ ることもある)を 混ぜ あわ せて作 った粘土 の壁 や床を叩 き棒 タ ン@π)

で 叩いて強化するのに使われ る。

 サバ ンナでは高木の類に属 し,乾 期に赤い花 を咲 かせ るキワタ科 の シル ク ・コ ット

ン ・ツ リー(Bomba・V buonoPocense)の 薯(fudda)は 天 日乾燥 されたあ と,食 用に なる。

シル ク ・コ ッ トン ・ッ リーは棒 で花 を落 と して採集す ることもあ るが,高 木で あるた

め,強 い風が吹いて 自然落下 した ものを拾い集め られることがおおい。

 同 じ くキワタ科の カポ ック(Ceiba Pentandra)は 幹 に とげがあるので,長 い 棒 を 用

いて萌え出 して間 もない若葉(bahelon)を た たき落 とす。 バナナ状の細長い実 は,樹

上で裂開 して中のカポ ック綿が風に吹かれて飛 翔す る以 前 に 落 とされ る。 その種 子

(bambilu)は,発 酵みその一種 チュー ドゥー として利用 され る。 カポ ック綿は枕 に詰

めて ク ッションに利 用される ぐらいで他 に用途 はない15》。

図8-1草 刈 り 関 係 の 活 動

15)ワ タより繊維が細いのであるが,繊 維自体にね じれがなく,か らみ合わないので糸に紡げな

 い。しかし,野 生のカポックの木からは良質のカポック綿がとれるので,ド イッ植民地時代に

 はその採集が奨励された[IRVINE 1961]。
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図8-2家 ・ 小 屋 関 係 の 活 動

 乾 期 に入 って,男 たちが採集す る禾本科の草木には,よ って縄 にする禾本科の ボシ

ュウェル(bOS■UωelU, Londetia arundinacea),屋 根 葺iきに用い るキ シュ(kis1ti, AndroPogon

ascinodes)や チ ャス(chasec,())mboPogon giganteus)な どがある(図8-1)。 乾 期 の野焼

きの前 に淡褐色に枯れた2mく らいの草本を鎌オゴ ト(ogoto)で 刈 りと り,束 ねて家

のまわ りに立てかけてお く。 ボ シュウェルは大人たちが とって きた ものを,乾 期の寒

い朝方 に少年や少女 たち,ま た時には手 のすいている老人など も加わ って,コ ンパ ウ

ン ドの外で焚火で暖をとりながら,先 端 か ら第一節 目 のところを 手で折 って い く。

30～40 cmほ どの先端部 だけが縄用に利用 され るだけで,残 りはた きつけにされる。

成人男子数人の共同労働で,1人 が水につけたボシュウェルを石の上にのせて棒 で叩

いて柔 らか くした ものを縄にな う。 で きあが った縄 は,屋 根葺 きの際に用い られるが,

一 部 は市に行 って売 ったり物 々交換の材料 にす る
。屋根葺 き用の キシュやチ ャスは,

まず,地 上で適当な太 さに束ねた ものを屋根 の上の人に渡 してい く。 この束 は新 しく

刈 りとった ものだけで な く,今 までに使 っていた古い もの と混ぜて使 うこともある。

穂先を上に して,屋 根の下側 か らぐる っと周囲をあ ぐらして上方に重ねてい く。 ボ シ

ュウェルで作 った縄や ジャケ ツイバ ラ亜科の ワゴン(Pileestigma thonningi)の 樹 皮 を紐

に した ものでチ ャスや キシュを屋根 の支 えの棒に縛 って固定 してい く。屋根 の とんが

り帽子状の先端部を紐で縛 った後,底 の抜 けた壊れた土器 や底の抜けたほ うろうび き

の器な どをその上にかぶせて おさえにす る(図8-2)。
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図8-3そ の 他 の 活 動

 成 人 した女た ちは暇をみつけて斧 ラータ(伽 の で叩 き切 った ジャケツイバ ラ亜 科の

マ ロン(malon, Btirkea africanの や マメ科 ミモザ亜 科 の チ ャタチャタン(P705吻5ψ 一

icana) 16)の 木 で炭 マータ(〃2伽PL顧1の を作 る(図8-3)。 炭 作 りは1984年 に 調査地

では じあて観察 され た ものであ るが,カ ジャラ近辺 の人 びとはそれ以前に も市に出荷

していた。調査地周辺では,鉄 製 の市販品(ラ マカ ラに製作者がい る)の 煮台マ サ ン

@磁 η)を 個人 的に購入 して所有 してい る人 もい るが,こ れを使 って炭で煮炊 きをす

ることは稀 である。 日常の生活では薪が主要 な燃料 にな ってい る。 しか し,薪 の収集

も思 うにまかせ な く,不 足が ちになる町の住 民に とっては,田 舎の女た ちによ って生

産 され る炭 は必需品であ る。麻袋 に詰めた り金 だ らいに入れて カジャラやブル ク ゥー

の市 まで運び こまれた炭は一部 は市で売 買されるのもあるが,大 部分は仲買いに買い

つけ られ車で町 に運 ばれ る。カ ジャラ以東 の女 た ちは炭を詰めた麻袋1俵 を頭上 にの

せ,急 峻 アタ コラ山塊を登 り,20kmも 離 れたニ ャム トグ ゥーの市に出向 く。炭作 り

は技術的に は難 しい ものではないが,ど の女 も炭を作 るわ けではな く,こ づかい稼 ぎ

の労働 といえ る。

4.狩 猟 」と 漁 携

 水 汲 みに出かけた女 たちがアフ リカ ンヘ ッジホ ッグ(α妙厩,ハ リネズ ミ)を 手づかみ

で捕獲 した例を除けば狩猟活動 は男たちに限定 され,し か も時期 も限 られ るパー ト・

タイマーの生 業であ る。 しか し,フ ォニオ畑での鳥追いに娘 たちが投石器 アフダ ラン

を携行 する こと もあるが,そ の成功例を観察 した ことはない。

 道 具を使 わずに,手 づ かみで捕えたノネズ ミ類(7alUやabutuge,い ず れ も未同定)

な どのよ うな小型 げっ歯類 はせ いぜ い子供た ちのオカズになるのが普通であ る。

 鉄砲 バ ン ドゥン(bandecn)に よ る狩 猟 は フォニオの穂を食べに くる鳥 た ちを散 弾を

16)Bangeli(ト ーゴ国Bassar州)に おいては,鉄 をつ くるときこの木の炭だけを使った。 火力

 が強い木であることを知悉 している証 しである。
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図9狩 猟 ・漁 携 活 動

用いて追い払い,あ わよ くば捕獲するというもので一石二鳥の手段といえる。ケ トワ

家には鉄砲がないので,図9は ケ トワ家以外の男たちによる銃声を聞いた頻度を示 し

たもので,銃 猟はランバ族においては一般的な猟法とはいえない。

 男や少年たちがパチンコ@の をもって畑仕事に 出かけるのをよく見かける。予め

粘土を球状に固めたものを用意しておいて使 う人 もいるが,そ の場で手頃な石を拾い,

弾に使 うのが普通である。市でタイヤのチューブを切り裂いたゴムを買い求め,適 当

な股木にくくりつけて自作する。 集団猟ラゴン(lagon)の ときにパチンコを携行する

大人 もいるが,少 年たちが主に野生ハ トの一種チャフラン(chafeclan)や トカゲなどを

狙 うことが多い。

 また,少 年たちはクニニョン(肱 π吻oη,未 同定〉の木の種子の粘性を利用 して作 っ

た トリモチ(ん碗の で小鳥の捕獲を試みるが,成 功例を観察 していない。

 畑仕事用の刃の細長い鍬ララオ(lalao)や,先 端部が 「く」の字に曲がった柄に取

りつけた鍬アジァル@δ ♂の などをたまたま見つけた野生動物や不意に飛び出した動

物などに投げつける。 また,そ れ らはジリス@α 励 δ副の の巣穴をカー杯叩いて巣か

ら追い出し捕獲するのにも便利な道具である。

 桿長が3mに も成育するソルガムの刈り入れが一段落 して,野 焼きもすんで視界の

邪魔になる障害物もなくなる。乾期には,視界が開け,獲物の発見 ・追跡が容易になる。

作物を踏みつける心配 もなくなる乾期の半ばからは男たちの集団猟 ラゴンのシーズン

に入る(図9)。 屋根萱きや壁作 りなどの共同作業がない日に,投 げ棒を2～3本 手に

し,め いめい勢子に使 う犬を連れて集合する。数人から時には100人 を越す集団猟が

展開される。このとき,小 型の弓 トン(ton)と 数本の弓矢ニュンブル(n■umbulu)を 入

れた矢筒アフガン(qfugan)を 携行する年輩の人もわずかにいるが,大 部分の人が手
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にするのは長 さ1m足 らず の投げ棒である。 その形態には,ウ ル シ科の トゥフル ン

(tuhulun,(Lannea acida))や カ キノキ科 のアマ ンゲ ラン(αmα ㎎87αη,(1)iospyros mes一

ρπ静7〃殉)な どの木 を削 った棒の一端に厚い鉄の輪やバ ネ状の鉄 をはめこんだ ものや
                             

股木の0端 に細長い刃をはめ込んだちょうなの形をしたものがある[武田 1982]。 少

年たちは獲 物 をめがけて投げたものの,回 収できないことも多いために棒の先端に

金具の付いていない投げ棒を携行する。巣に棒の先端を削っただけのものや,木 を削
               

ってちょうな状にした少年たちの投げ棒から大人の用いる投げ棒のいずれにおいても

飛行距離を伸ば し回転のむらを少なくするために 重心を一 端 に片寄 らせ て い る。

10～20mの 間隔をおいて横一列に前進 し,不 意に足許の草むらや岩陰から飛びあが

るブッシュ・ファウル(ウ ズラの一種)や ホロホロチ ョウ(純 野生のものも脱出野生

化した家畜種もいる)な どを目がけて手にしている投げ棒を思い切り投げつける。茂

みに身を隠 していたウサギやアンテロープが急に駆け出せば,投 げ棒を投げつけると

同時に,犬 をけしかけて追跡させる。野火を免れているブッシュには火を入れ,遠 巻

きに囲んで逃げだして くる獲物を待機する。

 獲物ははじめに仕止めた人のものになる。犬がはじめにくらいついた獲物の場合は,

その犬の所有者に属する。猟果が多 くないことと参加人員が多いために,一 定の一次

分配はない。調査期間中に捕獲された動物は,哺 乳類6種,鳥 類7種,ハ 虫類3種 で

ある。

 ランバ族は大 きな河川に恵まれていないので,大 型の淡水魚め捕獲は稀である。ア

タクパメ(Atakpame)在 住の若者が,帰 郷中にカラ(Kara)川 で大型のナマズ(tendu)

を釣 ったのを除けば,住 民が魚をとる機会は乾期も半ばを過ぎて水源にしていた水た

まりが底を露出しはじめる頃に,少 年たちが小魚を手づかみでとってくるコイ科の小

魚 ぐらいである(図9)。 せいぜいその 日のうちに消費されてしまうほどの量がとれ

るだけで,魚 種も数種にすぎない。

 市日には,ト ーゴ国の首都ロメ(Lom�)方 面でとれたギニア湾産のカタクチイワシ

類の千 し魚(amani )が 売 られているし,カ ジャラかブルクゥーの市日にはラマカラ方

面からやって くる2～3人 の女たちがギﾘア 湾産の冷凍のアジ類やタチウオなどの切

身を油で揚げたものを売っている。また,ブ ルクゥーの市にはグェリンコカ(Guerin-

kouka)方 面から来る女たちがガーナの川でとれた淡水産の干 し魚を売 っている。 ラ

ンバ族の購買力は高 くないので,家 族がこうした魚を食べることは稀である。

 カジャラの小 さな店や市でも,日 本などで作 られた外国製のイワシの缶詰を購入で

きる。フルベ族の娘たちが家を一軒ずつ行商し,物 々交換(ソ ルガムとの交換が主)
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や 現金売 りをす ることもあ る。また,あ る特定 のフル ベ族 の家に出向いて干 し魚 を買

いに行 くこともあるよ うに,定 着 している半農半牧の フルベ族 はランバ族 に比較 して

金銭の余裕 があ るため干 し魚のス トックがで きる。ニ ャム トゥグーな どで仕入れて き

た干 し魚 をカ ジャラなどよりマイナーな市で あるアンバサの市で細 々と売 る ランバ族

の女 もい る。

5.家 畜 の 飼養 ・管理

 ラ ンバ族が所有 している家畜 は牛,山 羊,羊,犬,猫,ニ ワ トリ,ホ ロホ ロチ ョウ,

ハ ト,ア ヒルであ る。ア ヒルはどの家で も飼われているわ けではな く,飼 育数 も少 な

い。定着 フル ベ族に は,馬 を飼 って いる人 もい るが,そ れ らは駄獣 や食 肉の対象 と し

て飼養 されて いるわ けではな く,国 の行事 があ るときに乗馬す る くらいで一種のス テ

ータス ・シンボル と しての価値 しか ない。 フル ベ族 もランバ族 も馬 を食用の対象に は

しない。 また,カ ブレ族 は豚 を放 し飼いで飼 っていて,市 日に屠殺 した肉はイス ラム

教 とは無縁 な人 々が買い求 める。

 ラ ンバ族 は牛 の飼育 ・管理を定着 フル ベ族に委託 しているが,こ れを除 けば,他 の

家畜はすべて家単位で保有 し管 理されて いる。 ラ ンバ族は牛 を婚資 と して利 用す るが,

農 耕 には使 わない。 フル ベ族 は,牛 か ら牛乳を とりチーズを作 り,そ れ らを市 で売 っ

たり,と きには ランバ族の家 々を回 って訪 問販売す る。 ランバ族 は牛の飼 育に対 す る

お礼 と して,当 該 の フル ベの ソルガ ム畑 の除草 や中耕,刈 り入れなどの労働奉仕 とボ

ウル3杯 分の量の ソル ガムを提 供す る1?》。

 羊 はコンパ ウン ドの一部 に専用の家畜小屋(図2)で 飼 われ る。わざわ ざ草を刈 っ

て羊に与え ることは ほとん ど しないので,1日 に1～2回,2時 間 か ら数時間にわ た

って,少 年や少女たちが羊 の群れを放牧(nandigulu)に 連 れ出す。 その際,羊 が作物

を食 い荒 さない ように畑 か ら遠 ざけて野生 の草本 をはむように群 れを看視す る必要 が

ある。

 作 物の生育期間 中,山 羊 は紐で木 につ ながれてい ることが多 く,コ ンパ ウ ン ドの周

辺で放 し飼い はされない。 また,羊 のように専用の小屋 も設け られず,放 牧に も出さ

れない。

17)労 働奉仕のお礼として,フ ルベ族は自分たちが食用としない犬をランバ族の人たち(大 人は

 食用を忌避する人が多いので,主 に少年などの若い人たち)に プレゼ ントする。 しかし,後 日,

 解体 した犬の口吻の先端部(鼻 先)は,贈 り主のフルベに返さなくてはならない。解体につい

 ては脚注30参 照。
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 日 中・ 放 し飼いに されて いたホ ロホ ロチ ョウの群れ が夕方,家 の周辺 にもどって く

ると,家 人が何人かで両手を拡げて コンパ ウン ドの内側 に追い込んだ り,屋 根に飛び

上が った ものを長い棒で脅 して地 面におろす。ハ トに は,家 屋 を連ね たコンパウ ン ド

とは別造 りの巣小屋 が設 けられている。一方,他 の家禽類は コンパ ウン ドの中庭 の穀

倉 の床下が巣 として あてがわれる ことが多い。 しか し,帰 巣性の悪いホ ロホロチ ョウ

は挽 き臼のあ る小屋 とか,調 理小屋 の隅 とか,コ ンパ ウン ドの外周縁 部に近 い樹 上を

ね ぐらとすることが多い。 また,ホ ロホロチ ョウは コンパ ウンドの外の草 む らな どに

産卵す ること も多 く,人 び とはそれを見つ けた時に とって きて ニワ トリに抱卵 させ る

か・人 が食べて しま う。自家消費用の卵 はニ ワ トリの卵 よりもホロホロチ ョウの卵 の

方 が多 いの もホ ロホ ロチ ョウの抱卵性 の低 さに起因 してい る。ニワ トリは自分 の卵 も

ホ ロホロチ ョウの卵 も同 じように抱卵 ・艀化す ることにな るので,2種 の雛が混在 す

ることになる。 メン ドリの片 方 の脚 に くくられてい る長 さ30cmほ どの紐 は,放 し

飼 いに していた 雛 とメン ドリを 鳥 籠 オル ク ン(olukun)18}に 移 す ときに役立つ。 雛 が

なかなか籠 に戻 らないときに,ま ず,メ ン ドリを捕 らえて籠 に入れて しまえば雛 たち

も容易に籠 に戻 る習性を利用 し,素 早 く脚の紐をみつけて捕 らえ るのに好都合だか ら

である。男 たちは畑仕事の現場までオル クンを棒 でかつ いで運び,畑 仕事のあいだ鳥

た ちを放 して掘 り起 こされ た土 中や草む らにいる虫などをついばませ る。 また,仕 事

のあい間に,シ ロア リのア リ塚を壊 して とって きた シロア リを食 べさせ ることもあ る
。

この場合,と って きた シロア リを メ ン ドリよ り雛に優先的に食べ させ るた めに
,2～

3本 ひき抜いた メン ドリの翼の羽をメ ン ドリの鼻腔 に突 き通す とメ ン ドリはついばむ

集中性を失 って しま う。 しか し,メ ンドリは相変 わ らず脚で土を後方に蹴 って掘 り返

す動作を繰 り返すので,周 辺 に群 がる雛 たちは土 中にか くれている シロア リを容易 に

見つ け存分 に食べ ることがで きる。 また,畑 に連れていかないときには,コ ンパ ウ ン

ドの中で放す が,雛 をね らう猛禽類 や トガ リネズ ミなどの害か ら誰 かが常に看守 でき

る範 囲内においてお く。家人 の眼が とどかない ときや夜間に は大 きなざるを逆 さに被

せて,天 敵か ら保護する。

 少 年た ちは木に登 って巣か らとって きた野生のハ ト(chahulan)の 雛 を,ア ブラヤ シ

の中肋の髄でつ くった鳥籠 カ ンロン(kanlon)に 入 れて家の軒下に吊り下げてお く
。 ソ

ルガ ムや トウジ ンビエなどの餌 を口移 しや缶に餌や水を入れて大事 に飼育す る
。大 き

く育 った ものを自家 消費 した り,市 で売却す る。

18)こ の鳥籠は輪送用のもので,ア ブラヤシの中肋(fond)で 半紡錘型に編みあげたものである
。

0般 には市で市販されているものを購入 している
。
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 また,少 年たちは小遣い銭稼ぎのために,ハ ト以外の野生の小鳥ティータル(titalu,

未同定)も カンロンに入れて飼 う。このカンロンの場合,同 じ鳥の仲間をおびきよせ

て捕らえられる装置に作ってあるので,家 の近 くの木に吊したり,畑 仕事に携行 して

木に吊しておく。

 ニワトリやホロホロチ ョゥ,ハ トなどは,雛 だけでなく成長 したものも,鳥 たちを

強壮する目的で両刃の剃刀ラーム(1伽 の を用いて鳥の爪の先を切ったり,ま た,成

長 した鳥の羽毛をむ しったり,少 量のアル コールを飲用させたりする。剃刀で爪を切

るのは特殊な技術を要するわけではなく普通に行えるが,メ ンドリの産卵を促進させ

るために肛門部に特別な手術を施せる人は限 られている。また,手 でメンドリの腹部

をさわって卵の有無を調べる行動は,日 常的によく見かけられる。鳥類以外の動物に

ついてもランバ族は両刃の剃刃で家畜の去勢術を心得ていて,犬,猫,山 羊,羊 の雄

の睾丸を除去する。市などで売っている羊の値段は去勢によって筋肉に脂肪がのって

美味になるとの理由で去勢 したオスの方がメスよりも高い。猫の去勢は家から離散し

なくするためというが,食 用の対象でもあるので,前 記の理由も大きい。しかし,猫

も犬 も食用に供されるが,誰 でもが食べてよいというわけではなく,忌 避や食物規制

の対象になっている。また,犬 は乾期の集団猟ラゴンに欠かせないばか りか,乳 幼児

の糞便や反吐を処理してくれるので日常的にも実に有益な家畜である。

 呪術や供儀のために屠殺される家畜はホロホロチョウ,ニ ワトリ,山 羊,羊,犬,

猫であるが,い ずれもその屠殺後は食用に供される。 しか し,供 犠で屠 られた仔犬の

場合は,土 に葬 られ,消 費の対象外である。

6.消   費

 現 金 または物 々交換(面 ∫の に よって市で入手で きるタマネギ,シ ョウガ,コ コヤ

シなどの作 物を除けば ランバ族が食用に している栽培植物は39種 におよぶ(表2)。 こ

の うちの7種 において は食用部位が二つにまたが ってい る。穀類 や塊根類の うちで,

主 食 と しての依存度が高いのは,導 入種よ りも西 アフ リカ原産の在来種である。また,

意図 的に栽培 されているわ けで はな く,人 為的に保護の手が加え られることが多い,

い わば半栽培に近い ものが16種 あ る。採集の対象になるバオバブ(葉 と種子),パ ル キ

ア(果 肉と種子),ハ ーソン(h�.son, Lippia rugosa:葉 と花),ド ゥーム ・ヤシ(実 と

幼根)以 外 は0種0部 位 が食用に されてい る(表2)。

 籾 殻を除去す る必要 の あ る フォニオ と米 は,刈 り取 り後 に それぞれ 足踏 みや殻竿
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(nzasalan)で 脱 穀 される。 そのあと,火 で焙 って少 々湿気 を除 いた ものを 木製 の臼

(suzvulu)に 入 れ て,杵(salon)で 揚 いて籾す りをする。 さ らに,直 径30 cmほ ど の半

球状の ヒョウタ ンの椀(yon)2つ を使 って風撰 し,籾 殻を除 く。米の場合 は,さ らに

一つの椀 ヨンに入れた ものを両手で くる くると少 しずつ回転 させて
,籾 殻 のつ いてい

る米 と小石な どを選別す る過程 が加わ る。籾す りを した米 はそのまま炊 き上げる場合

と,脱 穀 した ソルガムや トウジ ンビエ19》と同様に,石 臼(nambulu)20》 で2～3回 挽い

た ものを節(chatan)に か けて製粉す る場合 とがあ る。 こうして製粉 され たもの も,フ

ォニオと同様に熱湯に入れて,こ ね棒(mandon)で 練 り上げたかた粥(禰 彦α)か,水 気

の多 い粥(t�on)に す る(図10-1,10-2,10-3,10-4, zo-5,10-6)。 一一種類だけの材

料で粥をっ くる ことは少 な く,普 通 は何種類かを混ぜた ものが使 われ る。 ブレン ドに

よ く用い られ るものには トウモロコ シの粉,天 日干 しを した 自家製 のキャ ッサバの粉

(既製の市販 品であるキャ ッサバの粉geliで は ない)が あ る。 しか し,フ ォニオは種

子 に特有の香 りを もつために,他 の ものと混ぜ ないで フォニオだけをか た粥 マー タに

した ものが好 まれ る。

 か た粥 マータをつ け汁21)に つ けて食べるのはせ いぜ い夕食 ぐらいで,そ れ以外 は柔

かい粥 トー ロンだけを水のよ うに飲 み込んで しま うか,前 日の食べ残 しのマータの塊

りを水か湯につ けて温 め直 した ものが食べ られ る。 トmン に砂糖や レモ ンの汁を加

えた り,バ オバ ブの果 肉(tilun)を 入 れて甘酸 っぱ くした りす ることもある。日常的に

は水か湯を加 えただけの トー ロンを流 し込むだ けで腹を満 たす ことが多い。また,既

製品で市販 されて いるキャ ッサバの粉ゲ リは水を加えるだけで量がか なりふえるため

に簡便に腹を満たす時に よく使われ る食品である(図10-7)。

 マ ータ も トーロ ンもともにほ とん ど咀噛 されずに胃に流 し込む ように食 されるのが

普 通である。 また,母 親の太腿 の上 に横 に抱かれた子供 の口に母親の手を通 して流 し

込 まれる トー0ン は乳幼児の 離乳食 として も重 要である。 同様 に,胃 に 流 し込 まれ

るものに共 同作業 ツゥバ ロの ときなどに提 供される ソル ガム ・ビール(chukutu)22)が

19)子 供 たちが穂を直に火に近づけて焼いたものを,手 でしごいて食べる場合もある。

20)石 臼は,ソースのベースをつ くる時にも用いられる。長期間使用 しているために,中央部が摩

 耗 して くぽんでいる。すり石台ナンブルの下側には,石などをはさんでずれないように固定する。

 ナンブルの上に置いた穀類などを両膝を地面につける姿勢で平たいすりおろし石(nandehon)を

 両手でカー杯おしつけて製粉する。製粉の途中で何回か鉄製の金具(onb縟u)で ナンブルの表面

 を叩いてすり加減をよくする。 アブラヤシの実をとった後の芯である雌性花序(female inflo- 
scence)は,ナ ンブルの表面上の小さなくぼみにつまった粉をはき寄せるための道臭(silian)と

 して使われる。
21)具 に,魚 や肉が入っておれば,御 馴走の部類に属する。ソースのべ一スにいくつか使われる

 ことはあっても,具 のまったく入っていないことも多い。
22)市 な どでは,蒸 留酒やびんに入った トーゴ製のビールが飲める。Saul【1981]に よれば,西

 アフリカのソルガム ・ビールはうすいgruel(薄 がゆ)の ような東アフリカのものと異なって

 炭水化物はほとんど含まれていないという。
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あ る。 アル コール度3.5～4%と 弱 いが,1リ ッ トル中に2・2～4・99の 蛋 白質を含 む

[BIsMuTH&MENAGE l961]た めに,灼 熱の太 陽の下での労働で費や した水分 とエ

ネルギーの補給 に うってつけの飲料 といえ る。

 トウモ ロコシを一晩 水につけ,そ れを 臼で揚 いて か ら石 臼です りおろ した ものを加

熱 したのが ワーマ ラココ(tvamalakoko)で あ る(図10-3)。 ソルガムを 同 じ手 順で調

理 したマ ラカファ(瑠 αんψ)は,一 部 自家消費されるが,主 に市で売却す るために

作 られ る。

 サ サゲやバ ンバラ ・グラウン ド・ナ ットな どの豆類の粉に,と きにはキャ ッサバや

トウモ ロコ シの粉を加 え,水 にといで,ソ ルガムの葉23)に 包 んで蒸 した ものは トゥン

図10-1ソ ル ガ ム の 消 費

             図10-2 ト ウ ジ ン ビ エ の 消 費

23)バ ナナの葉も代用できるかもしれないが,バ ナナの栽培は多 くないため葉の入手は難しい。
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ドゥ シ ドゥ(伽 ぬ舷の と呼 ばれ,雨 期 の後半 に作 られ る一種のスナ ック(間 食)で あ

る。新鮮で幅広 い葉 が利用で きる期 間が限定 されて いるため に,季 節 の食物 といえ る

(図10-10,10-12)。

 ま た,主 に豆類の粉か ら作 るものに,プ ペ ー トン(ρψ伽 π)が あ る。 これ は粉を水

に といだ ものにカウォン(kaωon,伝 統 的な無機塩類の一種)を 加えて練 ったものを,

三 鼎状の煮台 マサ ン(masan)[武 田 1985]で 熱 した石板 ウンジェラン(ntnjelan)上 で

平た く延 ば して焼 きあげた ものである。 常温 では乳脂状 になって いるシアー ・バ ター

(chomba-thnorn)24)を 熱 して液状に したものを プペー トンの表面に 塗 って 食べ るのが普

通で ある。 これは,自 家消費用 だけではな く,市 で も売 られている。

国10-3ト ウ モ ロ コ シ の 消 費

図10-4米 の 消 費

24)フ ルベ族の女たちが作ったシアー ・バターを売っていることがある。直径5～6cm程 度で厚

 さ1～2cm弱 の円盤状にかためたもので真白である。ランバ族の食物規制で,幼 児は食べられ

 ない。
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 最近 では,石 臼で挽 く手間を省 くために,穀 類に限 らず,キ ャッサバや豆類な ども

製粉屋(g励o'の に 依頼 して機械で製粉 に して もらう女の人 も増 えて きてい る。

 ス イー ト・キ ャッサバ は畑仕事のあい間 に,焼 いた り,煮 た りして食 され るが,大

部分 は外皮を削 いでか ら乾燥 し,さ らに粉 に した ものを,マ ータに混ぜ るか,豆 類の

粉 とともに油で 揚げた 菓子 カカラセ(kakalase)に す る(図10-7,10-10,10-12)。 他

の塊根類は,蒸 すか焼 くか のどち らかで調理 され る(図10-9)。 サ ッマイモとヤムイモ

は蒸 した ものが その まま 食 べ られることが 多 い(図10-6,10-8)。 蒸 した ものを軽 く

臼で揚 き,煎 りゴマや煎 った落花生を混ぜ たものは4fugaと 呼 ばれ る(図10-7,10-8)。

ア フガは乾期の ッ ゥバ ロの際の食事と して ホス ト側 が用意す ることが多 い料理の一 つ

であ る。 ヤムイモを適当な大 きさに切 つて油で揚 げた コ リコ(koliko)は,市 で も売 ら

れてい るが,家 庭で も作 られ る。また,臼 をは さんで向かい合 った2人 が,縦 杵を交

互に打 ちおろ して蒸 したヤ ムを揚いた ヒエメタ(hiemαtα, pounded yam>は,西 ア フ

リカで は フーフー(/げ 勿[ALExANDER&CouRsEY l969;中 尾 1969]と して

かいしや

瞼爽されている調理法で,ラ ンバ族でも同様に好まれる。食器に盛 られたものを手で

図10-5フ ォ ニ オ の 消 費

図10-6 ヤ ム イ モ 類 の 消 費
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ちぎ って,つ け汁につ けて食べ る。 ランバ族に おいて も,こ の ヒエメタの消費に際 し

て,ニ ュー ・ヤム ・フ ェステ ィバル あるいは ニュ 一一・ヤム ・カスタ ム[COURSEY&

CouRsEY l971]と 呼 ばれ るものが ワー トコ ・ヒエル(ωdtoko hietu,ヤ ムを 食 べ る

意)乏 して,社 会 的 ・宗教的 な一種 の儀式を伴 った形 で遵守 されてい る。 ヤムの取 り

入れ後,各 世帯 あるい は リネー ジ単位でいわば私的に取 り行 うものと,集 落 の多数 の

人 々が参加するような公的な色彩 の強い もの とがある。 まず,収 穫 したヤムイモを消

費す る当 日,メ ン ドリを1羽 つぶ して,そ の血を おもにコ ンパ ウン ドの内部 に設 置さ

れた フェティ シュに垂 らす。 その後,中 庭などに放 り投げ られたニ ワ トリの死 にざま

によって吉 凶を 占う鳥 占い(auspice)が 行 われ る。一族 が見守 るなか,家 父長や祖母

が家族 の安寧を祈願す る言葉をい くつか喉 もとを切 られたニ ワ トリに放つ。 その後,

ヤ ムイモの外皮を削 り,塩 を加えて煮 たヤムイモを こね棒 で掲いた ものを コンパ ウン

ドの中の何 カ所 かのフ ェティ シュに棒 げる。祖母が残 りのヤムをボール状に握 った も

図10-7 キ ャ ッ サ バ の 消 費

図10-8サ ツ マ イ モ の 消 費
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の を子供 たちに1個 ずつ分 け与え る。その後数 日を経てか ら,フ ェティシュを礼拝す

る祭壇に25フ ランほどの 金 銭を捧げ,ク ワランバー ラ(kwαlanba'la,土 着 信 仰 に通 じ

た人による祈疇)25)を 施 して もらってか ら,は じめて少年 や妻た ちはヤムを食べ るこ

とがで きるよ うにな る。成人男子 が食べ るのはそのあ とになる。 リネージの人たちが

集 まるワー トコ ・ヒエルで は,ホ ロホロチ ョウ,ニ ワ トリ,ハ トの ほかに,成 犬が屠

られたヶ一ス もあった。また,ヤ ムの収穫の盛期の段 階で多数の人が集 まるワー トコ

・ヒエルでは,仔 犬1頭,ニ ワ トリ数 羽,ホ ロホロチ ョウ10羽 近 くが フェテ ィシュに

捧げ られ,ホ ロホロチ ョウの肉をおかず に ヒエマ ータを会食す ることもあった。 その

際,屠 られた仔犬の肉は食 べ られなか ったが,参 加者はその場 でヤムと肉の ご馳 走を

食べたほか に,各 々未 調理 の肉塊を もらって帰宅す るほ どの量が供犠 された ことにな

図10-9 タ ロイ モ(Colocacia sp.)の 消費

図10-10バ ン バ ラ ナ ッ ト の 消 費

図10-11落 花 生 の 消 費

25)た いていは,コ ンパウン ドの入口とコンパ ウン ドの内側にも何か所かに設けられてある。日

 常的にたωoZα痂 」αを行う場所は,家 屋(図2の1-bと1-c)の 内部の一隅に設けられてある。
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 オ ク ラの実や葉 は,ゆ がいてか らつけ汁にひた して消費 され ることもあ るが,大 部

分は天 日乾燥 して保存食にす る(図10-14)。 粘 性 に富むつ け汁 は西 アフ リカの乾燥地

帯の諸 部族 に共通 した嗜好である。 つけ汁の ・ミ 一一スには,塩26》, トウガ ラシ,ヤ シ

油[ア ブラヤシか ら作 るもので,核 油(kernel Qi1)で は な く榿 色 を した 中 果 皮 油

(mesocarp Gil)]の ほかに,伝 統 的な発酵みその一 種チュー ドゥー(chnda,塩 分 は全

図10-12サ サ ゲ の 消 費

図10-13ロ ー ゼ レ の 消 費

図10-14 オ ク ラ の 消 費

26)市 で購入したサハラ砂漠からの岩塩であることが多く,塊 りをつぶしてから使う。市販品の

 精製塩も市で売られている。
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図10-15 ア キ ー ア ップ ルの 消費 と カ シ ュー の 消 費

図10-16バ オ バ ブ(Adansonia digitata)の 消 費

図10-17カ ポ ッ ク(Ceiba Pentandra)の 消 費 と ボ ンバ ッ ク ス(Bombax bounoPezense)の 消 費

図10-18パ ル キ ア(Parkia claPPertoniana)の 消 費
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く含まない)が 使 われ る。 チュー ドゥーは,ハ ウサ語 のダ ウダ ワ(daudazua)[IRVINE

1961]と 呼 ばれることが多 く,バ オバ ブの種子(catalan)(図10-16) ,カ ポ ックの種子

(bambilu)(図10-17),パ ノレキアの種子(chibangalon)27)(図10-18)な どをゆでて発酵

させた もので,長 期間の保存 が きくスーダ ン ・サバ ンナで最 も一般的な調味料であ る。

その ほか,ゆ でた後,天 日乾燥 させただけのバ オバブの種子 やウォーター ・メロ ンの

種子(kekan)な どを使用直前に焙 った もの,焙 った落花生,落 花生 を石 臼で挽 いてか

ら油であげた菓子の一種 コロコリ(kolokoli)28)や 小 さな生 の トマ トなど何種類かを石

臼でひいた ものが味付 け として 日常的に用 い られ る。

 これ らのほかに,市 で入手す るソースの べ一ス になるもの と しては,無 機塩類 の塊

.りカ ウォン(kawon)や タ ヤル ン(tayalun),化 学 調味料 キブ(kibu),稀 にで はあ るが生

または乾燥 したタマ ネギ,石 臼です りおろ して使 う トマ トなどがある。

 サ サゲ類の葉チ ャハス(chahasu)(図10-12)や 酸 味の強いローゼレの葉 チ ャン ドナ

(chandona)(図10-13),鉄 分 の豊 富なバオバ ブの葉 ア ンデ ィラン(andilan)(図10-16),

カ ポ ックの葉 リヘタ(liheta)(図10-↓7)な どをゆ がいたもの は,つ け汁 の具にす る。

 果 実 と して消費 され るものは,マ ンゴー,ア キーア ップルやカ シューがあ る(図10

-16)
。 ドィッ人 に栽培が奨 励されたマンゴーは各 々所 有権があ り,果 実は一部消費 さ

れ るが,大 部分 は市での売買にまわされ る。

図11-1哺 乳 類 の 消 費

27)こ れ とトゥガラシを一緒についたものを入れたスープは,産 後ないしは流産 した婦人に滋養

 分 に富むものとしてすすめられる。

28)主 にBassar州 ナモンやニャムトゥグーで仕入れてきた細長い(た まに,球 状の場合もある)

 ものを,カ ジャラとかブルクゥーの市で売 られることが多い。そのまま,お 菓子としてほおば

 ることもある。一焙 った落花生を石臼で挽いたものに,塩 水,時 にはショウガを入れて,平 た

 い板の上で,手 で練って延ばしたものを油(落 花生油であることが多い)で 揚げたものである。
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 市 では,小 麦粉な どを揚げた菓子 パタ コイ(patakoi),生 の キャッサバを小 さ く切 っ

て油で揚 げたパ ナジェ リ(汐α吻6の,パ ン(bono,小 さ い もの はbonofiと 呼 ばれ る)な

どが売 られている。 また,牛 乳@1〃 π)や チーズ(nangambulb ) 29》(図11-1)は 市 で も

売 られてい るが,フ ル ベ族 の娘 たちが売 りにきたり,フ ルベ族 の家に出向いて購入で

きる。

 供 儀や換金 のために飼育 されてい る山羊 や羊 はときには屠殺 され,そ の肉は親類縁

者や近所の人 たちに分配 された りもす るが,大 部分は1～2回 程度の食事 のおかず と

して 自家 消費されて しま う(図11-1)。 た いていの世帯 は1頭 ない しは2～3頭 の犬

を飼 っている。仔犬 は,供 犠 のた めに屠殺されて も消費 され ることはない。少年 はほ

とん ど例 外な く成犬を食べ るが,成 人男子 の場合,消 費するのは一部の人に限 られ る。

毛を焼いてか ら皮を剥かず に解体30)し た ものを塩 を入れただけで煮 た もの は主食の

図11-2鳥  類  の  消  費

29)[江 口 1980】が,カ ンテの簡易食堂で食べたチーズ(gasiire, pl・gasiije)とは円盤状である形

 状 とサイズから判断してやはりフルベ族の手によって作 られたものであろう。チーズの表面が

 紅色を呈 しているのは,チ ーズを凝固させるときに,ソ ルガムの脱穀済みの穂を使うために穂

 の色が染まったからである。

30)噛 みつかれないように犬の口を手で締め付ける一方,何 人かの人が押さえつける。まず,咽

 頭部をかき切って血をフェティシュに垂らす。尾と口吻部の先端部分(鼻 先)を 切りとり,別

 に してか ら犬の毛を焼き払 う。生殖器と乳首(メ スの場合)を 切除して捨てる。水をかけて体

 の表面のこげを手で洗い落としてから解体に移る。切りとられた胆嚢と口唇部の外縁部は,投

 棄 される。解体がすんでから,毛 のついた尾の部分に縦に切れ目を入れて,剥 したものは,フ

 ェティシュに捧げられる。犬を食べないフルベ族から共同作業のお礼にもらった犬の場合,吻

 部の先端を串に刺 して乾か したものを,後 日犬をくれたフルベ族の人に返さなくてはならない。

 成人男子の一部や女子が犬の肉の消費を忌避するのは,人 糞や乳幼児の嘔吐物などを平気で食

 べる犬に愛想を尽か しているためかもしれない。カブレ族は,犬 を食用としないが,彼 らの伝

 統的なスポーツであるebala(レ ス リングの一種)を やる人たちは,強 壮剤として犬の肉をよ

 く食べるという。c£17).
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図11-3魚 類 の 消 費

図t1-4昆 虫 類 の 消 費

マータを伴わずにそれだけで食べ られ る。猫 も各世帯に1匹 ぐらい は飼われてい るが ,

成 人男女の ほんの一部 が口にす るだけで,子 供 が食べ ることは禁 じられている。 ニワ

トリ31),ホ ロ ホロチ ョウ,ハ ト,ア ヒルの うち飼育数は前二者が圧倒的に多 い(図11--

2)。 そ して消費の頻度 もこの二者 が高い(図11-2)。 頸 部を切 って,血 を フェテ ィシ

ュの神 聖な器具 や礼拝壇な どに垂 らしたあとの死体 は中庭 などに投 げ出 して鳥 占いを

す るのが普通である。供養のために屠 った雛な どは子供 たちに与え られる。狩猟 によ

って捕獲 され る野生動物は十数種類 にのぼ るが,ハ ゲ ワシ(947zgon)な どの ごく一部

を除いてすべて消費の対象になる。 フクロウ@誠 〉も,ご く一部の成人 によ って食

べ られる。

 家 畜や食禽類 の肉は,一 般に保存食 にはされないが,多 量の肉が入 ったときに は,

一 部を蕉 製にすることもあ る
。猟 で とったグラス ・カ ッターや ジ リス(グ ラウン ド・

ス クイラル)な どの小型 のげっ歯類,ブ ッシュ ・フ ァウルな どの場合,そ の日の うち

に消費 して しま うのは内臓だ けで,肉 は串刺 しに してbalanや 伝 統的な泥製 の蕉製器

(abudu)を 使 って干 し肉にする(図11-1)。 トカゲ類,バ ッタ,コ オ ロギ,サ ソ リな

どの小 動物 は,火 で焼いて子供 たちが食べ る(図11-4)。 蛇 類は種類によ っては食べ る

老婆 もいるがほとん ど口にしない。カエルは全 く食用にはされない。

31)幼 少の子供,乳 離れして間もない子供は,ニ ワトリの肉や山羊の肉(羊 は構わないが)の 摂

 取 はかた く禁 じられている。もし誤 って摂取した場合には,Pombi(か ん腸)を されることにな

 る。また,豚 の肉の場合も,山 羊やニワトリの場合ほど激しい症状をともなわないが,や はり

ρ㈲尻の療法で処方される。
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 魚類は,缶 詰として市販されている数種類と,市 で売 られている川魚の鷺製や海産

の冷凍魚を除けば,ラ ンバ族が認知している魚の種類は数種類にすぎない。そのいず

れもが食用に供される(図11-3)。 また,淡 水産のカニ 、翅ノ蜘)は 食用にするが捕獲の

機会は稀であろう。

7.お わ りに 生業維持活動 にみるサバ ンナ農耕民 の適応戦略

 イギ リスの地 理 学者 モーガンとパ フ[MoRGAN&PuGH 1969]が 著 わ した西 ア

フ リカの農 耕 システムは,細 部にいたって は,現 在の ものと異な るところもあ るが,

西 アフ リカにおける農耕の概要 を知る上で非常に参考になる。 サヘルにお い て は オ

ア シス農耕や農耕 とは無縁なパス トラリズム(放 畜)と い う乾燥地帯に適応 した生業

形態が営まれてい るのに対 して,サ バ ンナ帯 においては,レ イ ンフォール ・アグ リカ

ルチ ャーとか レイン ・フェ ッ ド・アグ リカルチ ャーとい う天水に依存 し,手 ぐわを使

い,ほ とん ど施肥を加 えない農耕が0般 的には1km2あ た り50人 前 後 ない しはそれ

以下 とい うよ うな,人 口密度 の稀薄な所 で行 われて いる。しか し,お よそIkm2あ た

り150人 と過密なナイジ ェリアの ジョス高原(Jos Plateau)や カ メルー ンのマ ンダ ラ

山脈(Mandara)な ど の一部の地帯で は,土 壌流 出を防 ぐために段丘な どを利用 して

石 などを積み上げた集約的な農耕(tcrraced agriculture)が 行 われてい る。 さ らに・

人 口が過密なナイジェ リアのカノ(Kano)と その周辺 において はパ ーマネ ン ト・カル

テ ィベー ションが行われ,梨 農業が盛んで ある。

 ス ーダ ン ・サバ ンナ帯 での0般 的な農耕 は ローテー ショナル ・ブ ッシュ ・ファロー

(輪 換ブ ッシュ休閑)で ある。 ラ ンバ族の 場 合,5～6年 ない しは,7～8年 同一

の農耕地で作物 を裁培 して,1～2年 の休閑(力 〃oω)と いう割に短い休耕期間を お

いて,そ の後 ソル ガムを 中心 としたクロ ップ ・ローテー ションが組まれ る。 いわば・

穀作を優先 し,根 栽を従属 させた主食体系を築いている。 こう した穀類 が ドミナ ン ト

な体系 に加 えて,ス ーダ ン ・サバ ンナ帯で作物 と して開発 され たバ ンバ ラ ・グ ラウ ン

ド ・ナ ッ ト(バ ンバ ラ ・ビーン)や ササゲ,ジ オカーパ ・ビー ンな どのマメ類 の利用

もスーダ ン ・サバ ンナ帯農耕民の大 きな特徴 といえる(表2)。

 フ ァ ミン ・ブ レーカ0と して重要な フォニオは90日 で取 り入 れが可能 とい う生育の

早 さ,荒 蕪地で も生育で き,さ ほど土壌条件を気に しないで栽 培で きる利点があ る。

また,雑 草 とは競合す ることがで き,テ れの畑地 への侵入を防 ぐ生育上 の利点を もつ

フォニオは,ソ ル ガムなどを刈 ったあ との畑に,二 毛作 と して植 え付 け られ ることも
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あ る。さ らに,フ ォニオを刈 ったあ との畑 はゴマ類(こ れ も西ア フリカで開発 された

原産種であ り,油 料作物 として重要である)や バ ンバ ラ ・グラウン ド・ナ ットを植え

る二毛作 の畑 と して も利用 され る。

 ま た,塊 根類 と して利用 されるヤムイモ類 はフォニオの 取 り入れ寸 前か ら食 用 が

可能にな り始 めるために端境期における食 物と して も重要 である。同時 に,土 中で生

育 させなが ら乾期の間,土 の中か ら掘 り出 して利用で きる期間 が長期 にわた るために

ランバ族の食生活の安定化に寄与 してい る作物で もあ る。 したがって,こ のヤ ムイモ

とケォニオの利用に よって,彼 らは他 のサバ ンナ帯農耕民などに見 られ るハ ンガー ・

マ ンス(飢 餓月)や プ リ ・ハ ーベス ト・ハ ンガーとい うク リテ ィカルな事態を ク リア

しているといえる[武 田 1984]。

 主 食 と して ソルガムなどの高蛋白な穀類(乾 燥重量で10ｰ0内 外)を 利用 してい るラ

ンバ族 は副食 と して西アフ リカのサバ ンナ帯を原産 とす る栽培食 用植物の オクラや ロ

ーゼ レを利用 してい る。特に,高 頻度に しか も長期間にわた って利用 され るオ クラは

サバ ンナ帯 の住民の食生活には欠かせない。

 ス ーダ ン ・サバ ンナ帯の農耕 民は高蛋白な原産種 の 雑 穀 類 を基 盤 に して,西 アフ

リカのサバ ンナ帯で開発 された原産種のマ メ類 などの栽培食用植物や,ヤ ムイモなど

塊根類の栽培植物 で蛋白質 を補強する,い わ ば植物性食物に強 く依存 した食 事体系 を

構築 してい る。 同時に,組 織的な栽 培を伴 って いるわ けではないが,い わば半栽培 と

い う段階 ([Clark 1980]の 言 うマニ ピュレー ションに相 当す るもので,農 耕の始

まる前の プロ ト・カル テ ィベーション)で,有 用樹の保護 と利用 を幅広 く長い あいだ

行 って きた歴史的背景 も生存 に不可欠 な栄養学的なバ ランス[武 田 1984]に 少 なか

らず貢献 してい る。例 えば,シ アー・バター,ア キー・アップル,ロ ーカス ト・ビー ン・

トリーと呼ばれ るパル キァ,バ オバブ,ボ ンバ ックス,パ ル ミラ ・ヤ シな どの半栽培

に近い有用樹 は葉 や種 子 や薯 などの多 岐にわたる部位 が食 用 と して利 用 されて いる

(表2)。 しか も,一 種一部位だけで な く,い くつかの部位 が利用 され ることも一つの

特 徴で,食 用以外の用途 に も多岐 にわた り利用 される樹種 である。 したがって それ ら

の幼樹 は,薪 と して採集 されないばか りか,畑 の切 り拓 きの時に も伐採 の対象か らは

ず され る。 時には,木 の柵を設 けて防護の手が講 じられる。 しか し,東 ア フリカや中

央アフ リカで有力な 構成 樹種となってい るマ メ科 ジャケ ツイバ ラ亜 科 の ブラキステ

ィギア(。8鷹 妙瑠9勧 属 が全 く存在 しない西 アフ リカの植物相において は,食 用 にせ

よ,そ れ以外 の用途にせ よ,多 岐にわたる野生植物の有用性を,Irvine[1961]な ど

が指摘 してい るものの,食 物 として,ラ ンバ族 が利用 する採集種 の数 は意外に多 くは
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ないのが現実である(表2)。

 しか し,栽 培植物について,在 来種のみならず,導 入種の育成にみられる意欲と積

極性,農 耕に投入する時間量や二毛作や多面的な畑の有 効利 用などはスーダン ・サ

バンナ農耕民の行動学的特性として生存 戦略上の重要なキー ・ス トーンと把 え られ

る。 また,人 為的なマニピュレーションは 植物だけに限らず,家 畜や家きん類 に

対 して も盛んである。鳥籠(半 紡錘形状の籠で,主 に移動用に使われる)に 入れて,

畑仕事をやる現場まで運んだホロホロチ ョウやニワトリの雛を畑に放ち,耕 起 した時

に土の中か ら出て くる虫を食べさせたり,畑 仕事のあい間にとってきたシロア リを食

べさせたりする。つぼに,シ ロア リを誘引するために穂を刈 った後のソルガムや トウ

モロコシの茎の切片を入れたつぼを,ア リ塚の近 くを掘ったところに数日間逆さに放

置したり,猛 きん類や食肉類から雛を守るために,大 きなざるを日中も夜間も被せて

保護する。また,雛 の爪を切って成長を促すように雛の育成 には熱心である。さらに,

ニワトリのメスに対 しては,排 卵促進のために施術も行う。家 きん類に限らず家畜に

も同様に見 られる飼育や管理の積極性と熱意は,ス ーダ ン・サバ ンナ帯でウシなどの

大型哺乳類の家畜化を導びかなかったものの,ホ ロホロチョウの家 きん化の成功につ

ながる要因と考えられる。

 東アフリカのサバンナと異なって,西 アフリカにはもともとシマゥマ,ワ イル ド・

ビース ト,ト ムソン ・ガゼルなどの草食獣が欠如 していた[JEWELL l980]け れど

も,乾 燥化が始まる4000～5000年 以前にはスーダンは多種多様な動物相に恵まれてい

た[CLARK l980]。 現在ではサハラ砂漠の一面に位置するタ ッシリアなどの遺跡に

残された狩猟 ・採集民などの岩壁画などが,動 物の群れを追い求めていたありし日の

旧石器時代人の姿を物語り,往 時の環境がしのばれる。乾燥化という要因に加えて,

フルベ族などの牛牧民の存在や植生の人為的な改変なども西アフリカのサバ ンナにお

ける動物相を現在のような貧弱なものにした要因である。家畜の餌を求めて,乾 期に

は家畜を伴 って南下移動 して,雨 期には北上するシーズナルな移牧(transhumance)

を長い間 くりかえ してきたことも植生をめぐる競合者である野生動物相の生息地を狭

めて しまった。一方,栽 培植物を手にした農耕民が農地や焼畑農耕のために休耕地の

確保,拡 大という焼畑農耕に内在する要因のためにテ リトリーを分散 ・拡散 していく

過程は,ま さに植生の改変とモノ ・トーン化に拍車をかけることになった。 さらに動

物資源を辺境に追い立て,ポ ピュレーションの減少を引き起こしてきた大 きな要因と

して,乾 期に毎年 くりかえされる刈り取り後の火入れ(ブ ッシュ ・ファィアリング)

などがあげられる。西アフ リカのサバンナにおいて展開される集団猟は参加する人員

674



武田 スーダン・サバンナ農耕民ランバ族の食物をめぐる技術体系

の規模やカバ ーす る面積 のサイズ こそ大 きいが,捕 獲 される量は限 られてい ることか

らもわか るよ うに,手 の空いた乾期に行われ る一種 のス ポー ツぐらいの価値 しかない。

いわば,時 期的に限 られていて,し か も微少 な捕獲量 しか期待で きない狩猟 は,動 物

性蛋白源の摂取にほとん ど寄与 しないパー ト・タイム ・ハ ンティ ングの部類 に属す る

か らである。

 パ レオニグ リティ ック住民が,周 囲の他部族 か らの圧力 ・圧迫 か ら逃れ,さ ほど天然

資源に恵 まれない苛酷 な環境に追い込まれ た歴史的な経緯 があ る[FROELIi:H l 968;

和 田 1988]。 ラ ンバ族 もこ うした環境 に甘ん じた弱小な部族 の一つであ る。 しか し,

そ の際,彼 らの生存に有利 に働 いた生態学的要因と して重要なのは,ヤ ムやイモなど

の塊根類 を生産す るヴ ェジカルチャ0(vegeculture,主 に栄養繁殖 によ る作物栽培)

よ り,土 壌養分 の消耗や土壌 流出の激 しさのために土地 の移動(シ フ ト)や地理的な拡

張(エ クスパ ンシ ョン)を よ り早急 に要求す る米,麦 や ソルガ ムなどの種子栽培(seed-

culture)[HARRIS l 972]に 栽 培 の主力を置いて きた ことである。モ0ビ リテ ィに富

んだこ うした作物を主食 に してい ることと,さ らに,西 アフ リカのサバ ンナを原産地 と

す る高蛋 白な穀類 やマメ類な どの作物 を生産体系 に組み込 んでいる ことも見逃せ ない

要因 といえよう。 とい うのは,フ ル ・タイマーの狩猟 ・採集民 や牧畜民,漁 携民 ほど

に蛋白質 の確保 に専念 しな くて も,ま た様 々なサブ システ ンスを営む,い わば マルチ

・サブ システ ンス ・ス トラテ ジス トな どのよ うな多角的ない しはパー ト・タイマー的

に諸々の生業を展 開 しな くて も生存 に必要 な熱源 と蛋 白質を確保で きる素地があった

といえ るか らで ある。

 最 後に,か つてい くつかの古代王国が盛 衰 した西 アフ リカ は古 来,人(部 族間抗

争,奴 隷狩 り,聖 戦 な どの影響)や 物の流れ(往 来 と流通)や 岩 塩などの交易 にみ ら

れるような ロング ・ディスタ ンス ・トレー ドと呼ばれる長距離交易が盛ん なところで

あった。物 々交換や情報交換の場 と して も機 能する市 は,規 模の大 小や,3～4日 か

ら一週間に0度 開かれ るな どの頻度 の違 いこそあれ,人 の往 き来で きるところであれ

ば,地 方のすみず みまで発達 して いるのも,こ うした歴史的な背景 と無縁 の もので は

ない。 したが って,食 物をめ ぐるヒ トの諸生業活動 も,単 に生 態学 的なコンテ キス ト

の 中だけで把握で きる もので はな く,錯 綜 した社会 ・経済的な要 因をも加味 したホー

リステ ィックな検討 が必要であ ろう。
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